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於
て
も
事
理
の

.透
徹
を
歡
び
、前
後
脉
絡
あ
ム
首
尾
一
貫
せ
る
こ
ご
を
貴
ぶ
。

從
て
、或
る
現
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を
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分

' に
說
明
，せ
む

V
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す
る
，揚
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に
は
、其
の
原
因
に
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、其
の
結
果
に

i
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き
下
る
。
上
來
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义

.が
考
察
し
た
る

®
，蘭
：西
諸
學
者
の
，所
說
を
見
て
も
、を
の
各
々
が
、そ
れ
以
前
.に
存
せ
し
學
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中
に
：於
け
る
矛

.盾
や
不
傲
底
を
除
き
，事
理
を

I
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層
深
く
旦
ウ
詳
細
に
闕
明
ず
る
の
方
向
を
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ウ
て

‘居
る
こ
と
を
條
見
し
得
る
。
此
の

一

は、佛
蘭
西
に
於
け
る
經
濟
學
の

一

倾
向
を
說
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す
る
に
叙
上
の

1

國
民
性
を
以
て
す
る
こ
と
の
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當

な

や

：め
や
は
鬼
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角
ご
す
る
も
、少
な
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そ
の
必
す
し
も
不
可
能
な
ら
ざ
る
を
示
し
て
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る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
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尤
も
、明
说
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び
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尾
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賞
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ん
す
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ひ
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あ
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難
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國
內
商
業
の
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織
及
ぴ
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策
に
開
す
る
思
想
つ
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三、
商
業
及
び
商

"人
對
す
る
ス
ミ
ス

'
の
思
想
及
び
盛
情
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外

國
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す

る

學

說

は

-
所
謂
自
出
資
為
の
學
眺

W

し
て
知
ら
れ
て
ね
る
所

の
も
の
で
、其
研
究
の
公
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に
が
ら
れ
た
も
の
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外
共

1
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少
し
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し
な
い
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故
じ
余
は
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ら
最
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の
三
個
の
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1
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就
い
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スミス
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の
思
想
傑
究
ヤ
る
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！の

‘吸

2
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の下に於て余は先づアダム

"
ス
ミ
ス
が
其
生
廣
的
、不生
廣
的
努
働
の
廣
別
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な
す
に
、其
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働
の
對
象
た
る
財
何
故
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ヤ
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ン
の
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ひ
て
る
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字
巧
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云
ふ
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由
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で
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般
産
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：生産
力
比
較
の
標
準
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し
た
ろ
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力
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比
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関
す
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め

る
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ご
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ふ

文

句
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十

五

，世

紀

の‘
英
國
の
著
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h
c

y
e

の
中
に
あ
る

j

句
ど
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

此
等
の
句
は

濟
論
激
が
商
業
に
動
し
て
懷
い
て
ゐ
カ
考
.を
尤
も
明
か
に
表
し
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出
來
る
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よ
り
ズ
解
决
し
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の
知
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。
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紀
に
於
け
る
經 

ゐ
る
も
の
ビ
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ふ
こ
と
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然
る
に

「

商
人
の
富
め
る
は
則
ち
，國
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の
富
め
る
な

b」

ご
い
ふ
此
文
句
は
フ

ジ

ォ
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ラ

i

i
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i
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i
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日

の
出
る
に
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貯
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ご
則

.
-
農̂
民
の
貧
常
は
社
食
全
，體
の
贫
赏
力
る
こ
ご
を
言
ひ
表
は
し
力
る
も
の
で
あ
る
。

此
等
の
文
句
ほ
何
れ
も
皆
如
何
に
せ
ぱ
國
を

i
:

E

ま
す
こ
と
が
出
，來
る
か
ど
云
ふ
考
に
其
：
^
一

 

を
發
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
問
題
に
答
へ
ん
ご
し
ヤ
，
當
然
起
る
思
.惟
は
如
何
な
る 

行

爲

が

國

の

富

を

地

加

す

る

か

、則
：ち

4

;

,

能

，的

な

，も

や

と

，
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云

ふ

間

觸

で

あ

，る
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而

し

て

か

か

る
 

風
他
の
結
巢
は
又
當
然
商
業
は

'
生

產

又

は

生

：產

的

，な

ら

，
や

ざ

，云

ふ

考

に

及

ん

で

來

る

の

で

あ
 

る
。

商
業
は
生
産
的
な
り
や
す
云
ふ
：議
論
は
或
る
舉
者
も
云
へ
る
様
な
賞
に
マ

I
カ
ン

チ
タ 

ス：ぺ
以

.
來
.，最

近

に

到

る

；
迄

の

，辟

濟

；學

の.
歴

；史

の

：內

で

V
c

の
重
要
な
る
部
分
を
占
め
て
ゐ
て
、
 

又
從

•

来
殆
ル
ど
め
ら
ゆ
る
經
濟
舉
者
に

よ

つ
て
論
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

而
し
て
ア
ダ
ム
、ス
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ミ
ス
：の
富
國
偷
中
に
於
て
商
業
に

M
す
る
學
；說
ご
し
て
最
も
主
要
な
る
部
分
を
占
め
て
居
る 

の
は
又
賞

R
彼
の
生
藍
力
に
關
す
る
，其
學
說
ど
；關
聯
す
る
も
の
に
，外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

マ
ー
力
ン
チ
ソ
ス
ト
は
常
の
象
徵
た
る
貴
金
腐
を
以
て
富
其
物
で
あ
る
と
解
し
た
"
彼
等 

然十七⑧
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貴
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を
産
，す
：る
網
山
を
有
レ
な
い
國
に
於
て
之
を
得
る
の
道
は
外
國
貿
易 

に
ょ
.

る
.

の
外
.

は
な
い
の
；で
あ

る

。；

.

則

も

外

；，國

貿

易

上

に

於

け

る

輸

出

入

の

權

衡

を
，：：：：

國

に

順
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な
ら
し
む
る
に
あ
る
。
而
し

て
，此
自
的
を
達
す
る
爲
め
に
は
其
輸
出
入
獎
勵
又
は
于
涉
を 

，加
.ふ
一.る
を

I

以
て
允
も
適

t

な

る
.政
策
で
あ
る
ご
考
へ
た
。
か
か
る
思
想
の
下
に
於
て
彼
等
が

外
：國
貧
：易
を
以
て
國
，民
の
：富
，の
源
嚴
ご
じ
、之
を

®
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し
た
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
然
る
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反
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し
て
ゐ
た
。
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に

經

營
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ら
る
、

±
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耕
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以
て
生
産
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る
ご
解
し
た
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而
し
て
商
工
業
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不
生
産
的
の
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0
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し
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-之
を
輕
視
せ
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と
し
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の
で
あ
る
。

'

斯
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如
く

1

方
に
は
外
國
商
業
を
以
て
富
の
源
泉
な

"ぐ
と
な
す
マ

I 
^
ン
チ
タ
ズ
ム
の
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想
が
み
り
た
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他
方
に
ぼ

.農
業

©
み
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國
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す
源
泉
で
あ
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人
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ち
大
に
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生
を
享
樂
し

'得
る

.
も
の
は
富
者
で
あ
る
、其
必
婴
；品
ず
ら
も
得
る
こ
ご
困
難
な
る
も
の
は
貧
煮 

で
あ
る
，と
云
ふ
の
，で
あ
る
。

然
ら
ぱ
此
八
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め
享
樂
に
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要
な
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上
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根
源
は
國
民
の
勞
働
で
あ
る

(vol.I

 

p. 

:1.

)

則
ち
彼
等
の
每
年
消
費
す
る
生
上
の

.：必
ー
耍
品
はn

雍

等

ら

’の
.努
働
の
直
接
の
産 

物
で
あ
る
か
、

(

ニ)

成
其
産
物
を
以
て
他
國
か
ら
賈
入
れ
た
も
の
で
あ
る
：？

:
:人
み
一
貧
富
は
必
要
品
有
用
：品

及
，び，

享
樂
を
享
く
る

こ
ご
の

出
来
る
程
度
に
よ
ウ
て
定
ま
る
、
 

而

し
て

此
等

を
得
る
：の

股

は
勞
働
で
あ
る
ビ
云
ふ
な
ん
ぱ
、之
を
逆
に
し
て
然
ら
ぱ
凡
て
の 

勞
働
は
人
：又は
、國
民
を
富
ま
し
む
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
ふ
問
題
が
起
つ
て
ま
る
。
而

:

:
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七
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策
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號
ニ
ニ
0

し

て
此
問

題
に
お
.し

て
，
ス
，ミ
ス
，.は
.否

定

的

の

答

を

取

へ

て

ゐ

る

。

則
ち
凡
て
の
勞
働
は
國
..民 

:生

の

源

嚴

た

，
る

毎

，年

-
か

0

物

•を
附

A

す
る
；も
の
で
は
な
い
。

义

同
じ
く
年
産
物
を
せ
加
す 

,,.る
'.勞
侧

.の
中
に

.；.

其
生
：産

能
，.力
-に
-相
違

..力あ
る

...と
い
ふ
の
で
あ
る
.。
今
此
を
ス
ミ
ス

tinl

场
の 

言
葉
を
以
て
云
は
し
む
れ
ば
"ポ
何
な
る
國
に
て
も
其
土
地
及
勞
働
の
年
産
物
の
價
値
を
地
加 

す
る
の
道
は

R

其
，注

廣

的

努
働

者
の
數
を
增
加
す
る
か
、又

d

從

来
か
ら

働

S

て
ゐ
る
努
«
者 

の
生

蓝

能
力
を
梢
加
す
る
の
外
は
な
い

」

マ」

云
ふ
の
で
あ
る
。

fBk. 

I
r
.
/
P

 

I
n.; p.  

3
2
5)

之
を
以 

て見
.，

れ
ぱ

K

ミ<
5

は
努
働
に
ニ
糊
あ

i 

!

は
，國
民
の
年
廣
物
を
增
加
し
て
國
民
の
生
活
を 

豊
力
な
ら
し
む
る
も
の
で
、ニ
は
勞
働
す
る
も
年
密
物
を
增
加
し
な
も
の
で

/あ
る
、银
つ
て
後 

者
は

.：國
民
生
活
を
豐
か
な
ら
し
め
な
い
、否
却
つ
て
他
人
の
勞
働
の
結
果
，

U

消
費
し
て
國

a

全 

體
の
生

0

の
豐
裕
の
度
を
减
す
る

.も
の
で
め
ろ
ビ
考
へ
た
。
則
ち
第

一

に
®
す
る

も
の
ょ

± 

鹿
.的
勞
働
で
、第

Ij,

に
愿
す

.る
も
の
は
不
生
藍
的

.勞
働
で
あ
る
。

‘而
し

て
.一

國
の
富
を
增
加
す

る
に
：
^
此
前
者
の
數
を
梢
伽
す
る
か
又
は
彼
等
の
生
壶
能
力
を
增
加
す
る
に
あ
る
ビ
意
/
た

.

.

.

.

-: 

' 

:
,
'
 

■■ . 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
;

.

.

.

-

. 

... 

:

の
セ
あ
る
。

而
し
て
；ァ
ダ
ム
、ネ

ミ

ス，は
生
産
的
勞
働
者
の
生
産
能
，力
，増進
に
對
し
て
は
其
方 

法
ご
し
て
分
業
を
論
じ

y

,ゐ
る
。

故
に
吾
人
は
先
づ
，第

j
に
所
謂
生
産
的
勞
働
及
び
不
生
産

I

,MHL*LU£ 

.

. 

-.Ipw

-
■
<
-
.
r
.
li
F
-U
U
G
.

-J-J--UJ.

こL
F

的
勞

.働
と
は
如
何
な
る
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
る
か
ご
い
ふ
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る

0

此
問
題
を
解
決
す
る
に
は
メ
ミ
：̂が
注
的
又
は
不
生
産
的
ざ
云
ソ
て
ぬ
る
の
は
何
を
生 

章
し
、又
は
何
を
生
：逢
し
な
い
と
云
，つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
"此
點
を
明
か
じ
す
る
な
ら
ぱ
吾
人 

は
彼
が
な
し
た
雨
者
の
ぽ
別
の
標
準
の
那
邊
に
あ
る
か
を
知
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

0

ち
ス
ミ
ス

の

考
に
ょ
れ
ぱ
人
が
具
體
的
，な
：手
，に
觸
れ
得
，可
き
、又
賣
却
し
得
る
財
を
其
勞
働 

の
對
级
ビ
し
て
取
极
つ
て
ゐ
る
時
に
は
其
努
働
は
生
産

.

的
の
勞
働
で
あ
る
"
之
に
反
し
て
僕 

，.

婢*

敎
師
、官
吏
等
の

〕

や
ぅ
に
、か
か
る
具

.

體
的
の
賣
却
し
得
可
き

M

を
對
象
ご
し
て
ゐ
な
い
努
働 

は
之
を
不
生
産
的
で
あ
る
ビ
云
ら
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。
此
故
に
ス
ミ
メ
は
農
業
、エ
業
、商
夢
は 

i

s

働
で
あ
る
が
、具

I

を
目
的
ギ
し
な
：い
僕

5

人
、官
吏
等
の
勞
働
は
不
生
産
的
で 

あ
る
ご
云
ク
て
ゐ
る

0

然
ら
ぱ
可

.
故
に
彼
ゆ
所
謂

Vendible 

C
o
m
m
o
d
i
t
y

を
s
,象

V
J

す
る
も
の
は
生
産
的
で
あ
り
、然
 

-らざ
る

•も
の

は
不
生
産
的
で
あ
る
と
，

.な
し
た
の
で
あ
る
か
。
彼
は
富
國
論
第
四
編
第
九
章
に 

T
\

ィ

ジ
-
-ィ
ォ
ク

」

フ
ジ

.ト
の

.學

.説
を
批

-評
す

.る
：に
際
し
て

S
n

白
に

.此
の
情

..題

.ド
备
へ
て
ゐ
る 

則
ち

.彼
日
く
、彼
が
第
：

11,

編
，第
三

*

に
於
て
職
人

H

業
家
及
び
商
人
は
生
産
的
勞
働
者
で
あ
る

-

镇
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,

つ
た
の
は
、之
れ
彼
等
の
勞
働
は
其
具
體
的
貸
物
の
內
固
着
し

‘
て
具

®

化
さ
れ
、從
つ
て 

.
' 

I

當

：該

财

货

は

：
彼

等

：

0
.
賞
銀
：及
：び

注

链

維

持

§

の：價
値
を
代
表
す
る
に
到
る
か
ぐ

(
u
p
o
n

 

this 

a
c
c
o
u
n
t
)

で
あ
る
ご

0 

(
B
o
o
k

 

I
V
.

 

P
 IX., 

vol. 

II,, 

p, 

1
7
3
)
0

旣
に
勞
働
赏
銀
及
び
•勢働
者
の
生 

:

活
：維
持
め
價
俯
が
：具

I
T

的
財
貨
の
内
に
一
，附
着
固
定
し
之
が
前
者
の
惯
値
を
包
©
代
表
す
る
以 

'

上
は
當
該

W

货
の
，

®

僻
が
其
：數
働
を
加
へ
ら
れ
な
い
以
前
に
比
し
增
加
す
る
の
は
又
常
然
で

. 

あ
る
。
此
故

k

生
產
，的勞

'働

-

y
j

は
勞
働

/を
加
ふ
る
財
貨
の
價
値
を
增
加

(add 

to 

the 

v
a
l
u
e
)

す

I 

I.

. 

.

.

. 

' 

• 

- 

- 

«

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.
る
.效
果
を
有
す
る
®
働
で
あ
る

V
J

い
ふ

t

と
が
出
來
る
わ
け
で
あ
：る

。

(
B
o
o
k

 

II, 

C
h
.

 

III. 

V
O
L

'
 

r
p
. 

3

£

,

.

.

1

I 

s)

此
處

I
I

生
话
維
持
と

0
.い
た
の
は

IVIainUin

の
譯
で
わ
る
。

ス
ミ
ス
が

M
.
l
i
a
t
s
a
p
c
e

サ
如
可

な
る

意
味

L
i

用
ひ
た

か
、
之
が
就
明
は

何
處

にも見赏らない

a
s
.
, 

vol. L, 

p
> 

72 . 

foctnote.)

.
•
 

,
 

.

•
 

;
 

I
 

•
 

•
 

.
 

; 

.
 

.... 

•
 

:
 

•
 

.

.

.

.

.

.

.

.

然
る
に
僕
婢
を
維
持
し
使
用
し
た
資
財
は
彼
等
の
勞
働
に
ょ
り
て
其
存
在
を
織
續
す
る
も

.

.

.

.

. 

.

.

.

-

:

.

.

. 

.
'
 
.

:
:
,.

.

..:

.
 

■
 

V

,
,の
で
な
い
。

'
彼
‘等
の
社
事
の
本
質
：は
動
称
で
め
る
。

，

此
勸
務
な
る
も
の
は
普
通
其
仕
事
を
な 

,

す
瞬
間
に
消
失
し
て
じ
ま
ぅ
：も
の

t

從

C
N

て
又
其
勞
働
は
何
等
具
隙
的
貨
物
に
圓
ま
し
な
い
。

，

故
に
當
該
努
働
者
の
賞
銀
及
生

.活
維
持
の
，價
航
は
之
に
代
は

.
る
可
さ
何
物
も
有
し
な
い
'か
ら

; 

 ̂

-
-

し
て
路
働
ク
し
共
に
其
儘
失
は
る

>

k
到
る
も
の
で
あ
る
ビ

。(Bo
o
k

 

IV., Ch. 
IX., vol.

f p

 
‘1

7
3 ) 

け
れ
ど
も
不
生
章
的
努
働
は
全
然
何
物
を
も
造
ら
な
い
ビ
ス
ミ
ス
へ
た
も
の
で
：！な 

い
ら
し
い
。
其
瞪
據
ビ
し
て

C
a

i
n

は
次
の
や
ぅ
な
點
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
ス
ス

ミ
は「

最
も 

高
：，貴
で
尤
も
有
川
な
不
生
産
；的
：勞
働
で
も
、將

来
；：

典
と
同
ニ
分
量
の
動
務
ご
代
へ
得
る
こ
と
の 

出
：来
る
物
を
生
，®

し
な
い
/
又「

凡

て

の

木

生

、
産

，：

&
努
，働
紫
の
仕
事
は
其
生
産
の
！
：間
に
消
失
す 

る」

ビ
云
ウ
て
ゐ
る
。
旣
に
ス
ミ
ス
が

「

徘
優
の
臺
詞

、辯

論
者
の
演
說
、又
は
昔
樂
家
の
營
調
の
如 

く
冗
て
此
等
の
考
の
仕
事
は

•其
生

'産
の
：
.！
：間
に
消
臾
す

」(Book 

I
r 

.ch. 

I
P vo

l
.

L
> p. 

3
1
4
)

と
云 

H
:

以
上
は
彼
は

#
,
礙
、辯
，論
家
、昔
樂
家
が
少
な
く
も
臺

51、

演
說
，音
調
を
生
産
す
る

(produce)

こ
 

を
否
認
し
な
い
の
は

‘P
か
で
あ
る
。

否
彼
は
此
等
の
，も
の
を
'生
産
す
る
の
勞
働
は

一

定
の
價 

値
を
％

す

る
，こ
と
す
；ら
認
め
て
ゐ
る
。

上

}而
しV

一
 

定
の
勞
働
が
®
値
を
有
す
る
は
其
努
働 

の
生
産
す
る
物
に
並
因
す
る
事
賞
を
ス

ミ

ス
は
.恐
ら
く
否

|§

し
得
な
い
か
ら
し
て
、若
し
押
し

‘て
：問

ふ

た

な

ら

ぱ

彼

は

恐

ら

く

；：又
：
.臺
詞
、演
：說
及
び
.昔
調
が
，價
僻
を
有
す
る
こ
ご
を
も
認
め
た

で
も
ら

5
. 

(

註)

。

(

註)
c
s
-
n
n
a
n
)
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银
七
跋
ニ
ニ
四

し
て
見
れ
ぱ

r

ク
の
勞
働
が
注
産
的
で
あ
る
か
、不
生
産
的
で
あ
る
か
と
云
ふ
標
準
は

一

ウ
 

努
働
が
或
る
も
の
を
造

6
出
す
や
否
や
で
な
ぐ
、又
其
の
も
の
が

® 
&
を
有
ず
る
か
否
力
で
も

•
 

■
 

-̂ 

A9

な
く

して、賞ヤ
ナ
ン
が
指
摘
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
生
産
す
る
物
に
永
續
性
が
あ
る
か
否
か 

の
撒
題
で
あ
る
と
ー
應
者
へ
る
こ
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
則
ち
永
續
性
の
あ
る
具
®
的 

W
货
な
れ
ば
数
報
：及
び

^
|1活
維
持
の
债
假
は
此
物
の
內
に
固
著
、具
體
化
せ
ら
れ
て
保
亦
せ
ら 

れ

る

，
，
が
4
V體
的
货

：

物
で
な
ぃ
場
合
に
は
生
産

V
iハ
に
消
失
し
て
一
國
の
資
本
財
を
形
成
レ
な 

い
；V

云
ふ
の
で
あ
る
。

 

:

け
れ
ど
も
ス
.ミ
ス
は
キ
ヤ
ナ
ン
が
彼
の
考
へ
し
て
'指
摘
し
て
ゐ
る
永
續
性
其
物
に
囚
は 

れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
の

で̂
あ

.も
。
換
言
す
れ
ぱ
永
續
性
の
あ
る
も
の
は
ど
赏
で
め
る

W

は
 

考
へ
て
ゐ
な
ぃ
の
で
あ
る
。，

.
杏
彼
は
金
跟
が
永
續
的
財
貨
で
あ
る
故
に
、之
れ
を
蓄
積
せ
ぱ
無 

限
の
を
得
る
ピ
考
へ
力
マ
！
カ
ン
チ
ジ
ス
の
思
想
を
明
か
に
批
難
し

V

ゐ
る
。
而
し
て
日 

<
っ
吾
人
は
英
國
の
金

%

ご
佛
國
の
菊
萄
酒
の

.0
換
を
，主

ビ

ず

る
資
易
を
不
利

0
な

P 

は
思 

惟
せ

す

i
喝
破
し
ゐ
る
*。
 

P

IV., 

Ch, 

r VOL 

L,: pp. 

4
0
5
-
4
0
6
)

然
か
-ジ
金
物
は
撒
荷
酒
ょ 

も
も
永
續
独
を

^

し̂
て
；
，ゐ

る

。

2
2僕
婢
の
動
辨
ょ
ゎ
永
續
性
を

^

し̂
て
ゐ
る
。
永
續

如
：何

ま

舉

覚

，比

較

的

の

も

の

：で
あ
る
。

史
に
ジ
ス

ト

の

考

へ

じ

，ょ

れ

ぱ

人

9
子
を
敎
育
ず
る 

動
称

.は
將
來
の
生
産
力
を
梢
タ
す
る
、從
つ
て
脉
を
飼
ふ
人
の
動
務
ょ

b
.も
永
續
性
を
れ
す
る 

一
の
ご
考
へ
る
こ
プ
が
出
来
る
。
故
に
永
續
性
;̂い
ふ
も
結
局
は
ス
ミ
ス
の
議
論
の
絕
對
の 

標
华
で
は
な
い
？

さ
す
れ
ば
ス
ミ
ス
，：の
，生
産
的
勞
働
の
標
離
は
依
然
と
し
て
其
對
象
が
具

g

 

的

財

貨

で

あ

る

や

否

や

で

、
之

，
を

；一
具
，
體

的

财

傳

，に

I限
る
の
は
具
體
的
做
貨
は
蹄
間
以
上
其
存

t 

を
繼
：續
ず
る
か
ら
，で
あ
る
0
:
.世
人
，或
.は

®

間
：.に
：消

^
 

後
に
消
減
す
る
や
、將
た
又 

T:

分
後
、
一
時
間
後
消
滅
す
る
や
は
，必
，竟
程
度
の
差
；で
め
る
。
‘
故
に
ス
，ミ

ス

の

生

產

力

！；̂
は
® 

底
し
な
論
す
る
け
れ

.ど
も
、余
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ぱ
斯
の
如
，

T
Cは
決
し
て
ス
ミ
ス
を 

正
，當

に

倾

舞

し

た

も

：の
で
は
な
い
と
，信
す
る
。
,
ス
ミ
ス
か
ら
見
れ
，ば
.努
働
の
成
果
が
滞
聞
に 

消
減
す
る
や
、又
は
數
分
後
に
消

'減
ず
る
や
は
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
、國
富
の
.®减
の
決
す
る 

辨
で
あ
る
而
し
て
決
し
；て
趣
度
の

.問
題
で
は
な
い

5

で
あ
る
。

I
p

と
な
，
n

ぱ

.ス
ミ
ス

® 
二
 

®

に
置
い

.力
所
は
卸
何
に
；し
て
：國
赏
は
附
加
す
る
，や
で
あ
っ
た
。

而
レ
て
之
を
增
加
ず
る
り 

道
は

n
:
)

生
廣
的
勞
働
：者

.：の
：數
，
.'の
增
加

{
ニ)

彼
等

.一
の
生
産
能
力
の
增
加
に
ょ
る
の
外
は
な
い
、而
し 

てS

に
此
の

1
1

ジ
は
共
じ

資
‘本

の
咐
加
に
ょ
ジ
て
始
め
て
之
を
.實
現
し

得

る

.の
，であ
る

と
考
ン 

贫す七

想
'
 

(
1
1

九九〉

請

E

ァ
グ
.ム
、
ス
ミ
ス
の
商
業
じ
對
ず
る
思
想
. 

第

七

號

ニ！ 
5
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银
十
七

.想

(
一

•ニ G
C

H
'
論
，：

詠
ア
ダ
ム

*
ス
ミ
ス
の
商
業lL

對
す
る
思
想 

银

セ

雄

ニ

ニ

六

へ
た

.の

.さ
あ

.る
。

{Bk. 

IL. C
h
.

 

n
r v

o
l
.

r 

p. 

3
2
5
)

然
る
に
此
資
本
を
增
加
す
る
も
の
は
各 

齋
で
あ
る

0
.

(Ibid,,、
3
2
0r

即
ち
消
殺
し
て
は
ゐ
け
な
い
ブ
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る 

.に
努
働
の
結
果
が

B
ち

に
其
瞬
間
に

.消
滅
し
ぬ
の
で
は
節
約
の
粋
地
は
存
®
し
な

い
。

湾

一 

注
産
せ
ら
：れ
て
少
の
間
で
も
存
在
し
て
を
れ
ぱ
、其
間
に
氣
が
變
ウ
て
之
を
節
約
し
又
ぱ
賣
却 

し
て
資
本
ご
な
す
こ
ご
が
出

*

る
の
で
あ
る
が
、即
時
に
消
減
し
た
の
で
は
消
費
か
節
約
か
を 

れ
を
選
，揮
す
る
の
檢
地
が
な
い
の
で
あ
る

‘。
此
故
に
生
産
の

‘結
架
が
！
：間
以
上
择

：：a

す
る
や
、ふ
 

將
.た
又
數
分
の
後
に
消
：減
す
る

4

は
少
な
く
と
も
ス
ミ
ス
の
考
を
以
て
す
れ
ぱ
、殺
度
の
差
で

は
な
く
し
て

'賞

は

消

柴

と

節

約

の

分

か

る

境

で

あ

り

、

富

の
增
滅
の
難
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

■
 

.

.

.

. 

.. 

y 

-
 

換
言
す
れ
ば
生
ま
的
な
：る
や
否
や
の
標
準

W

な
る
も

の

で
あ
る
。

余
は

‘

く
解
す
る
こ

*じ

R

よ
ら
て
初
め
て
ス

ミ

ス
が
具
體
的
財
，又
は
キ
ヤ
ナ
ン
の
云
つ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
物
質
財

(Material

object) 

云
は
な
い
で
、常
に
必
す
賣
却
し
得
可
き
財

(vendible 

c
o
m
m
o
d
i
t
y
)

，
ご
云
ウ
た
理
山
が

解
せ
ら
れ
る
思
ふ
。
藍
し
消
費
財
も
賣
却
し
て
資
本
ご
し
て
之
を
生
率
に
利
用
す
る
こ
ビ

がS

來

る
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
斯
の
如
く
解
す

る

に
よ
り
て
始

めV

金

は

ス
ミ
ス
の

生
査

カ
說
を
，正
當
に
解
釋
し
得
た
も
の
と
思
ふ
。

.
 

....
:
.

i
f 

.

.
け
れ
ど
も
生
章
め
意
義

.を

.論

.す
る
の
は
本
論
の
雜
兹
に
國
民
ロ
ハ
，吾
人
は
目
的
で
は
な
い

。

P

濟
的
.生
産
力
の
特
：徵
：を
'以
.て
貨
幣
に
，て
表
は
さ
れ
た
る
購
買
力
の
增
加
ピ
見
る
マ

I

カ
ン
チ

，ジ
ス
，ト
か
ら
、之

を

人

性

の

目

的

Iに
，：有
：用

な

る

自

然

的

産

物

を

’之

を

得

る

に

際

し

費

や

し

費

■ 

f
i 

.

—

用

©

上
じ
增
加
す
る
に

® 

6
.
ご
な
す
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
じ
到

.ĉ
、次
い
で
®
ウ
た
彼
れ
ミ 

，
ス

は

之

を"物
的
做
货
の
內
に
具

-.體
化
し

‘其
财
货
の
交
換
價
値
を
，之
に
，

や
し
た
る
費
用
價
航

• 

•
 

•
 

•
 

• 

•
 

■
 
y.
 

■
 
•
 
.
 

■•:'•.
 

■,
 

I.
 

-
 

I

以

上

に
高

む

る
凡
て
の
'行

爲

R

求
め
力
こ
ど
を
記
す
る
を
以
て
满
足
す
る

。

i

(

註)
î
£ipp̂

icb, Wesen der vo】k-5wirtschafdichea Produktivitat, wchjriften des verains fUr ssripcliti

ド 

2
. 132. s, 341.

.

上
，述

'ぶ
る
所
に

i

:

9て
：余は
ス
ミ
：ス
が
生
産
的
勞
働
ど
不
生
產
的
勞
働
と
を

K

別
し
た 

■
M
標
準
及
び
理
由
を
說

.明
し
力
つ
も
り
あ
る
。
故
に
余
は
論
を
始
め
に
歸
へ
し
て
國
民
の 

常
に
對
す
る
彼
の
思
想
の
大
略
を

一

言
し

て

此
頃
を
終

6
,た
い
。
ス
ミ
ス
は
國
民
の
貧
富
は 

ま
，活
，上
：の
必
要
品
；有
用
品
、享
ー
樂
を
享
受
し
得
る
程
度
に
よ
る
。

然
る
に
か
，か
る
必
要
品
、有
用 

品
、享
樂
を
人
に
與
ふ
る
道
は
勞
働
に
，よ
る
；の
：外
な
い
。

け
れ
ど
も
凡
て
の
勞
働
は
國

R

に
が 

.か
る
：道

t
,開 

も
の
で
は
な
い
。

‘
國
民
の
生
活
を

S

か
な
ら
し
む

.

.る
' 年

産

物

を

生

藍

す

，る
も 

.

.の

..は
：只
生
産
，的
勞
働
の
み
に
：眼
る
の
.で
あ
る

。' 

.所
が
國

K
中
に
は
此
外
不
生
産
的
‘數働
に
從

第すセ

港

(

ニ1
0

 
ニ

論

：
-購
レ

アダム、

>
ミ
ス
の
.商業に

尉
す
る思想
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镇

十

七

想

(

ニi
O

ニ)

：.論
：
就
ア
ダ
ム
、スミスの断業：

i

對する思想

 

娘
七
號
ニ
ニ
八

す
る
も
の
、及
び
全
然
勞
働
に
從
事
し
な
い
も
の
が
あ
る

0

而
し
'̂此
等
の
人
々
を
養
ふ
も 

の
は

.皆
生
産
的
勞
働
の
，結
果
た
る
：年
産
物
で
あ
る
。

此
故
に
生
産
力
を
同
一
の
も
の
と
せ
ば 

1

國
生
邀
的
努
.働
に
從
事
す
る
者
の
敷
が
不
生
産
的
勞
働
及
び
全
然
勞
働
し
な
い
人
々
の 

數
に
毅
し
て
大
な
れ
ぱ
大
な
る
は
ど
，國は
富
み
、之•に
反
對
の
場
合
に
は
國
は
貧
し
く
な
る
と 

云
ふ

.の

.で

.あ
る

。

.

.

.
'

. 

四

.

.

.

.

.

.
.

 

;

.
.

技
に
於
て

.

余
は
：，
初

め

て

商

業

の

生

.
藍

力

の

問

題

に

就

て

論

す

る

順

序

V

し
な
ウ
た
。

商
業
は 

具
體
的
货
物
を
：取
极
ふ
勞
働
で
あ
る
。

故
に
ス
ミ
ス
，が
商
業
を
生
産
ふ
し
認
む
る
こ
，
は
前
說 

明
し
た
所
に
ょ
つ
て
既
に

.

充
分

.
明

か

に

せ

ら

れ

た

こ

メ

ビ

思

ふ
。

又
®

際
ス
ミ
ス
が
共
思
想 

の
甚
だ
多
く
を
ス
ィ
ジ
オ
ク
ラ
*ッ
ト

' 

j

 

承
け
繼
い
て
ゐ
る
に
も
拘
は
ら
中
、何
且
ウ
彼
が
國

論
第
四
編
辩
九
拿
に
，此
學
派
を
論
す
る

.に
際
し
、彼
等
の
主
要
な
る
誤
認
じ
し
て
指
摘
し
た 

所
は
賞

k

彼
等
が

.濃
#

の
み
：を
：以
て
生
ま
的
ど
し
、

H
,

業
.及
び
商
業
を
不
生
産
的
で
あ
る
ご
し 

た

一

事

に

外

な

，り
な
か
ら
^
^ ̂

(
B
o
o
k

 

I
V
,
b
. 

F
 

vol,IL, 

p. 

i
 

f

て

f

ス 

は
此：：：

ク
：-

ジ
オ
ク
ラ
：
r
:ト
の
；，議
論
の
誤
ま
れ
る
理
'由
ご
し
て
左
の

.四
：
つ
の
®

を
指
摘
し
、以
て

商W
H

業
も
亦
褒
業
と
同
じ

<

生
症
的
で
，あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で

.あ
る
。

(Bk. 

IV. 

Ch. 

I
X
.
,

 

vol. 

II., 

f>p. 

1
7
2
-
1
7
6
)

K
H
:

業
及
び
：商
業
に

I
從

事

す
：る
も
の
は
ス
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
も
認
め
る
や
ぅ
に
侮
ザ
少
な

く
：ご
も
其

♦

に
0

か

ら

：沿

費

し

，
た

偕
.低
を
再
生
：産
す
る

> 

故
に
彼
等
.を
維
持
し
て
ベ
れ
た
資

• 

■ 

.

. 

.

. 

. -

.

.

. 

. 

:
:

ネ

の

高

を

减

，少

せ

し

む
る

も
の
で
な
い
。
農
業
の
生
.遊の
力
が
商
工

業
‘k

優
る
の
故
を
以

て

商
エ
，
.業
.-の
.

'齋
'■力，
.を
，
‘.否
..，：認

す

る

は

，

.：
不

可
.、であ

.る
。
.
：
.

，
.
.

.
j
r

商H

業
は
僕

♦

の
勞
働
と
は
異
な
る

.。
彼
等
の
勞
働
の

.價
値
^
廣
却
し
得
可
さ
貨
物
の 

.中
：，

に
具
：體
：化
せ
ら
れ
：て
保
存
せ
ら
れ

る
。
：
：

：

三
、假
令
商
エ
業
：§

'
生

ま
す

る

價
航
は

> 
パ

ジ
オ
ク
ラ
：ァ
ト
の

主

張

す

る
や
ぅ
に
！；̂锻

や
し 

☆
價
航
と
同

一

な
I

ゎ

と

假

て

も

、之
を
以
て
直
ち
に
社
會
の
賞
收
入
が
増
加
し
な
か
ウ
カ 

ざ

云
'ふ
の
は
姿
當
で
な
い
。
蓋
し
商
工
業
が
生
鹿
し

な
か
，つ

た
場
合

‘じ

は
クご

れ
±
赏
は
減
す 

..る
か

.ら

.で
あ

.る

.。

/
.
.

S
T

燕

.：民

ご

雖

も

商

.工

業

者

ご

同

，じ

く

節

約

に

依

ら

な

い

で
社
會
の
賞
收
入
年
收
腰
を
增
加 

し

得

る

；
も

：の

で
.な
い
。
蓋
し
，！社
會
の

±

地
？
^

び
努
働
ょ

b

生
す
る
年
收

P

は

g
g

ニ
生
産
的

:
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第
十
セ
想

(
一

ニO

四)

識
：說
ァ
ダ

<
>ス
ミ
ス
の
商
業LL

對
す
る
思
想 

填
七
號
ニ

3
0

努

働

举

の

生

產
.，能力

0

改i
r
g
s
i
i

生
産
的
勞
働
者
の
增
加
ご
云
ふ
ニ
り
の
方
法
に
よ
り
て
の 

み
：增
；ま
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

.

然
ん
に
生
産
能
力
の
增
加
は

(

一)

勞
働
者
の
；技
能
の
上
進
'及
び 

ミ
恶
械
の
使
用
改

に

よ
る
も
の
で
あ

.る
。
然
る
に
此
等
は
分
業
に
よ
ク
て
尤
も
よ
ぐ
發
逆 

す
る
も
の
で
あ
る
が
、

=
M業
で
は

H

業
の
如
く
分
業
が
細
か
に
行
は
れ
な
い

。

.

又
生
*

的
勞
I
働
者
の
梢
#

は
，：全
然
此
目
的
の
ー
爲
め
に
用
ひ
ら

る
y

資
本
の
增
加
に
よ
る
も 

の
で
あ
る
。

而
し
：て
此
資

.本
の
咐
加
は
收
入
よ

ク

貯

菩

せ

ら

れ

た

高

同

，
一
の
も
の
で
あ
る 

だ
ら
し
て
、若
し
彼

#

.
の
考
へ
る
や
う
に
商
工
業
者
が
農
民
よ
，り
も
儉
約
’貯
蓄
の
念
に
富
ひ
な 

ら
.は
.
.，却
.
.
.ジ
て
'
.農
.
.民
よ
，.り
も
：多
‘
.

社
.，會
，の
.
'賞
：收
.入
を
，梢
九
す
そ
こ
と
が
出
來

'
る
わ
け
で
あ
る
。

.
■
 

■
 

.
 

■ 

■ 

■ 

■ 

' 

I 

.

h

五、最
ー
後
に

I

國
の
國
民
の
牧
入

.は
彼
等
の
信

t

る
や
う
に
其
産
業
の
産
出
す
る
生
活
資
料 

(subsistence)

の
高
よ

▲

な
：る
て
し
て
も
、商
工
立
國
主
義
の
國
の
，收
入
は
.晨
業
立
國
主
義
の
國 

i
:
.ら：：，

大

で

あ

る

。M
蓋
し
前
者
は

.其
國

-の
生
産
高
よ

-

ム̂
以
上
の
高
を

.他
國
ふ

◊
輸
入
し
得
る

：

か
ら
で
あ

る

斯
の
如
さ
見

他

か

ら

し

て
ス

i
:
ス
は
特

，に
：：M

 

M
の
生
産
業
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
ニ

)

原
始
生
産 

,

業

1
、林
，
鎭
激
業
等

XI

ニエ

i

m卸
商
業
及

§
小
賣
商
業
是
で
あ
る
。

(Bk. IL, 

P
 

V., vol L, p, 

34
0)

.. 

マ
：：
：.....：
.：，
 

f

::\仏
：

ミ
ス
は

&

に
"

E
l

ぐ「

此
等
，四
轉
の
生
：産

は

W

れ
も
皆
各
，他
の
三
糊
の

*

業
の
存
立
、擴
張
の

 

I
： 

た
め
に
も
、將
た
文

®

1

般
の
利
益
の
爲
め
に
も
必
要
缺
く
可
か
ら
ざ
る

i
の

で
.あ
る

」

ご。
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B
k
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 n., 

Ch, 

w
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r p. 

3
4
0
)。

丄
此
文
セ
は
最
も
明
白
に
商
業
の
國
民
纏
濟
上
に
於
け
る
地

：

位
と
其
必
要
を
言
ひ

I
f

は
し
ね
，も

の

で

，あ
ウ
て
、商

業

の

生

*

力
に
關
す
る
問
题
は
こ
れ
で
充

：

;

分
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

K

ミ
ス

.の
譲
論
は
尙
兹
に
止
ま
ら
な
か
ウ
タ
。
彼
は
更
に

.

.

.
,

……

'■.
•■
■ 

, 

. 

• 

■
.

.
此
，等四

.，
種

の

壶

業

：
の

"注
産
力
，じ
，，を
れ
ぐ
大
小
の
別
を
設
け
て
之
に
上
下
の

®

別
を
ウ
け
な

I 

の
：で
あ
つ
た
。
斯
の
如
ぐ
ス
ミ
ス
が

J
N

ィ
ジ
ォ
ク
ラ
ッ
ト

に：
反
對
し
て
折
狗
商
業
の
生
淹
カ 

を
：認
め
た
に
も
拘
；は
も
す
、更
に
又

.各
稀
齋
業
'の
生
箭
力
に
區
別
を
設
け

て
，
後
述
す
る
如
く
農 

業
を
第

.I

に、商
業
を
最
後

.し
®

さ、再
び
ス

-

ジ
ォ
ク
ラ
ジ
ト
の
思
想
に
近
き
倾
向
を
示
し
ぬ 

の
は
何
故
で

あ
ら
う

か
。

^

五

此
間
題
を
解
決
す
る
爲
.め
に
余
は
與
び
國
の
增
加
に
關
す
る
ス
ミ
ス
の
根
本
思
想
を 

今
一

；

鹿
.簡
單
じ
繰
返
へ
す
こ
ご
を
許
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
蓋
：し
彼
が
商
業
の
生
産
力

.
^

ド

他
の
，：薛
業
に
，比
し
之
を
下
に
，置
い
力
の
：は
商
業
の
國
富
の
槽
進
じ
貢
献
す
る
程
度
が
他
の
'産
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號

U
H
M

紫
よ

b
劣
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
た
に
外
な
ら
な
い

か

ら
で
あ
る
。

 

\
|

.
M

に
再
三
織
べ
た
や
ぅ
に
國

I
n
n

增
進
の
根
源
を
な
す
所
の
、

r

國
の
土
地
及
び
資
本
の

«
 

t
t 

の
增
加
は
只
ニ
り
の
方
法
に
よ
つ
て
の
み
之
を
見
る
こ

ざ

が
出
来
る
。

S

一
 

"生
産
的
缴
働
者

の
數
を
咐
加
，す
る
；か
、

1
r

又
は

'生
；産
：的
勞
働
者
の
生
産
能
力
を
增
加

.す
る
か
何
れ
か
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
•
.
. 

• 

•■ 

• 

•
•

:第
：.；！：：

の
‘生
廣
的
努

，働
：：

考
の
#

の
增
加
ほ
^

れ
る
某
金
の
增
加
な

/く
じ
て
此
を
，見
る
こ
と
は
出
，來
な
い

0
:
:
:
筋
，ニ
の
生

-藍
能

.力
の
增
加
は

(

一) 

j

層
適
當
な
る
：；分

I寒
を
：行

^
 

む
る
器
械

§
1

具
の
地 

加
、改
に
依
る
の
：外
は
な
い
の
で
あ

.る
。
然
る
に
分
業
を
行
ふ
こ
ビ
も
、孙

g
|
喊
§
|

具
を
使
川

す
る
こ
ビ
ご
共
に
資
本
の
增
加
を
，必
要
：ご

す

る

も

め

で
あ
る
か
ら
、银

r

か
場
合
で
も
、父
筋
ニ

*
 

.
 

.

.

.

.の
場
合
で

も

共
に
先
づ
資
：本の
增
加
を
必
要
と
す
る
ぁ
の
で
あ
る
。

OBk. 

II., 

P
 

I
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v
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: 
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而
し

.て
‘
.資
本
の
梢
加
は
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ぱ
客
齋
に
よ
つ
て
梢 

が
す
る
も
の
で
動
勉
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
。

(Bk. 

II., 
ch. 

III., 

v
o
L

 

L, 

p
,

ひ
2
0)

是
に
依
れ
ぱ

1

國
の
を
增
如
す
る
の
は
資
本
の
梢
如
に
依
る
，の外
は
な
い
。
而
し
て
此 

事
は
；
.ス
ミ
ス
が
其
國
論
に
於
て
到
る
處
に
繰
り
返
へ
し
て
論
じ
て
ゐ
る
所
で
め
る
。
け
れ

:

^

 

V 

- 

• 
S
t

■ 

- 

: 

- 

- 

V 

0

:

ど
：も
ス
ミ
ス
の
此
譲
論
；は

.ば
の
事
情
に
し
て
同
：

I

な

ら

ぱ」

と

、い

ふJ

足
の
制
限
の
下
に
あ
る

 

.

-

.

.

.

 

■ 

.
 r

ノ
バ 

.

も
の
ご
解
す
可
き
も
の
で
あ
も
。
而
し
て
其
制
限
を
ス
ミ
ス
は
第

二
緯
第
五
章
に
說
い
て
ぬ

る
。

^
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^
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^
 

^
 

^
 

 ̂

 ̂

^
 

^
 

a 
^
 

^
 t 

^
 

0
, M 
^
 

K 

^
 

^
 

^
 

.

異
な
る

.。
從

ク

て
同
，

1

の
資
本
で
も
多
數
の
勞
働
激
を
維
持
し
得
る
藍
業
に
投
す
れ
ぱ
ー
國

'

... 

.

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

. 

:■ 
;::.
 

.
 

.

.

.

. 

<
• 

• 

• 

• 

■
, 

.

.
,

，の年
收
稚
を
潘
大
す
る
こ
と
が
出
政
る
ご
云
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
則
は
ち
ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス 

自
身
の

.言
葉
ャ
之
を

'
,云
，CV

て

見

，
る
ざ
、

「

凡

て

の

資

本

，，は
.只
生
鹿

.的
数
：働
者
の
.み
を
維
持
す
る
爲

に
當
：て
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
一
で

.あ
る
が

"而
も
同

I

の
資
本
が
動
か
す
こ
ご
の
出
来
る
其
勞
働
の

‘
 - 

■.
 

— 

• 

■
 

■

.
 

■:
-
-

■
■

分
量
は
其
資
本
の

V

用
途
の
糊
頻
の
異
な
る
に
從
ひ

"
®だ
し
，ぐ
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
"

同
樣 

に
资
本
の
使
用
ぱ

‘ょ
ク

V

增
加
：す
る
其
國
の
土
地
及
び
勞
働

の

年
收
.腰
の
ー
债
値
も
亦
異
な
る 

も
の
で
あ
る
。

(Bk, 

IL, 

0
.
: 

V
,

 

v
o
l
.
L
,

 

p. 

340)

更
に
又
彼
は
他
の
處
で
同
じ
こ
と
を
云
り

て
ゐ
一
る
’
則
ち
日
ぐ
、

「

斯
の
如
く
：し
て

一

國
に
於
け
る
同
一
額
の
資
本
で
も
之
を
農
業
工
業
及
び

■ 

• 

■ 

•
" 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

卸
商
業

' に
投
す
る
一
割

<

口
に
ょ
つ
て
、夫
れ
失
れ
此
資
本
の
動
か
し
得
る
廣
的
努
働
の
分

2S!

並 

ぴ
に
；其
出
地
及
び
银
侧
か
ら
の
年
收
獲
の

® 

®
の
增
加
に
多
少
を
生
ず

」

ご
。

(Bk. 

I
r Ch. 

V.,

vol.L,: p. 

347}.

而
し
て
彼
は
資
本
の
使
，律

^
し̂
て
農
紫
ゴ
業
卸
商
業
、及
び
小
賣
商
業
の

H

を
，

,

.... 

.

.

.

.

.

.

.

.
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、
ス
ミ
ス
の
斯
業
に
對
す
る
思
想 

然

セ

號

ニ

H
四

擧
げ
、農
業
は
生
産
ガ

.最
も
大
に
し
て
工
業
之
に
次
ぎ
、卸
商
業
の
生
産
力
は
工
業
に
劣
&、而し 

て：小
賣
商
業
最
も
劣
る
ご
云
つ
て
ゐ
る
。

(Bk. 

IL, 

Ch, .V.)

然
ら
ぱ

ス
ミ
ス
，は

如
何
な
る
极
據
か
ら
し
て 

た
か
ご
云
ふ
ご
、そ
れ
は
同
額
め
資
本
で
も
其
励 

於
て
最
も
多
く
、エ
業
上
の
資
本
之
に
次
ぎ
、见に 

る
ご

云
ふ
の
で

あ
る
。
則
ち
ス
ミ
ス

云
は

し 

:

直
接

W

い
て

ゐ
る
：勞
働

者
：
は一
小
：
賣
商
人

M
 T

:

人

此
等
旧
繩
の
，雜
業
の
生
産
力
に
優
劣
を
附 

か
し
得
る
勞
働
者
，の
.數
は
濃
業
上
の
資
本 

邮
商
業
資
本
に
到
ね
、小
賣
商
業
資
本
最
も 

む
る
を
小
賣
商
業
に
投
じ
た
資
本

ド

ょ
ウ 

き
り
で
あ
る
。
卸
商
業
資
本
は
商
人
の
外

尙
其
物
品
の
述
：送
に
：從

事
す
る

海

員

及

び

述

送

人
を

動

か
し
て
ゐ
る
か
ら
し
て
，么
に
よ
つ

"動
く

'生
産
的
勞

■

薄
：の
麵
は
一
小
賣
商
業
レ
も 

又
ぱ
之

i

キ
も
遙
一
：か

に

短

か

き

期

間

に
 ̂
0
用 

'か
.ら
し
て
其
資
本
：に 

も
遙
か
に
多
い
。

る
敝

i
 -CV

も
大
で
あ

.
る
。

蓋
，し
農
業
資
本
の
下

多
い
。
工
業
家
の
資
本
の
一
大
部
分
は

1 

ず
る
糊
々
の
努
働
者
の
間
に
分
與
せ
ら
れ 

よ

ク

て
働
ぐ
勞
働
者
の
數
は
商
業
資
本
に
よ
つ
て
動
く
勞
働
者
の
數 

最
後
に
，農
業
の
資
本
に
よ
つ
て
動
ぐ
勞
働
者
は

H

業
資
本
の
下
に
於

に
働
く
も
の
は
農
業
上
の
.歷
傭
努
働
者
の

外 け よ る 年 て に て 劣

に
尙
家

'畜(

彼
は
家
畜
に

7P,

生
産
的
勞
働
者

Productive labourers 
V

云
ふ
字
を
用
ハ
て

A

る
")

i

が
働
い
て
を

b

。
更
に
之
に

0

然
が
加

0

て
其
勞
働
助
け
る
。
，

s

然
が
共
働
す
る
結
嚴
ご 

し
て

i

上
に
於
け

I

働
者
k

び
努
働
せ
る
家
.畜
は

単
に
其
主

人
が
之
等
を

維
待
す
る

S
 

め
に

毅

や
し
た

.資
本
ご
利
潤
を
生
遊
す
る
の
み
な
ら

t
 

S

之

以
上

を
.

生
産
す
る
。
普
通
の

地 

代

即
ち
是
で
あ
る
。：：：同

Ir

の
資
本
を
工
業
上

.

に
用
，ひ
て
も
決
し
て
斯
の
如
く
ん
な

る
再
生
産 

を
.

な
す
こ
は
出
來
な
い
。
各
糊
の
：資
本
の
用
遂
中
農
業
は
尤
も
多
く
社
會
じ
利
益
を
齋
ら

す
も
の
で
あ
る
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斯
の
如
く
し
て
ス
ミ
ス
：は
商
業
特
に
小
賣
商
紫
の
注
雍
力
の
最
も
：劣
れ
る
と
ご
を
論
證
せ 

ん
し
た
の
で
あ
る
が
此
に
動
し
て
は
批
難
を
な
す
可
き
點
が
な
い
で
は
な
い
。

s
>

s

y
 
b
aロaaB, iMd , PP' J57-S9. 

:

第
二
、ス
ミ
ス

が
；！：！！

か

ら

提

出

し

：た

，問
0

は
I同

r

單

位
の
資
本
が
纖
何
の

努

働
を
働
か
す
や 

で
あ
り
て
、一
ん
の
人
が
織
何
の
悠
働
を

f
f
lふ
る
か
の

S
g

題
で
な
い
。
故
に
キ
ャ
ナ
ン
も
云 

へ
.る
や
ぅ
じ
小
資
商
人
は
一
人
の
使
川
人
を
も
使
用
せ
ず
、工
業
家
は
ニ
十
人
を
使
用
す
る
、こ

:

:

:

' 

:

.

.

.-

レ 

：

：

云
つ
て
も
，苦
し
工
業
，家

.一
人
，の
資
本
が
小
賣
商
人
の
資
本
の
.ニ
十
倍
以
下
で
あ
る
こ
ご
を
知 

.ら
な
け
：れ
ぱ
此
鶴
論
の
瞪
明
に
は
な
ら
な
い
。
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セ
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思
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ス
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業
に
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す
る
思
想 

然

七

跳

ニ
 

H
1'ャ
 

(
ニ)
更

R

又
同
じ

盤

業
i

業
又
は
商
業
.'で
あ
ウ
て
も
一
定
の
資
本
の
用
ひ
得
る
努
働

，者
の 

數
.は一同
 

一W

は
云

.へ
チ
い
。

例
之
同
じ
褒
業
で
も
土
地

の

種
類
、耕
作
物
の
種
類
依
て
異

な 

り
"又
同
じ

H
業
で
も
器
械
及
數
造
品
の
異
な
る
じ
從
ひ
同
額
の
資
本
の
川
ひ
得
る
努
働
者
の 

,

數
は

.當
然
異
な
る
わ

.，けヤ
あ
る
。
以
上
は
キ
ャ
ナ
ン
が
指
摘
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
此
外
你 

..(

ニ 
ニ
一
 

足
の
資
，本
の
使
，.用
し
得
る
勢
働
者
の
數
は
資
本
の
囘
轉
總
高
ビ
大
な
る
劇

係

を

有 

ノ 

.す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
同
じ
商
業
で
も
資
本
の
囘
轉
高
大
な
る
も
の
は
ょ

b
多

ぐ

の
勞

i 

.

卷
を
使
用
し
得
る

i

の
で
あ
る
。
蓋
し
資
本
の
囘
轉
大
な
る
時
は
圓
足
資
本
及
び
流
動
資
本 

V 

の
®
値
は
商
品
に
加
ぱ

-
C
N

て
急
速
に
间
收
せ
ら
れ
る
か
ら
し
何
等
原
資
本
少
な
き
を
憂
へ

な
い

か

ら
で
あ
る
。

 

, 

、

然
ら
ぱ
ア
グ
ム
乂
ミ

V

は
資
本
の
囘
轉
高
が
生
産
力
に
及
ぼ
す
影
響
に
は
氣
が
付
か
な
か 

7 

:

つ
た
か
ビ
云
ふ
ご
全
然
そ
ぅ
で
は
な
い
。

.
彼
は
一
般
資
本
の
囘
轉
に
就
て
は
此
謝
に
關
し

#

に
，說
く
所
は
な
：

S

が
：今

.日

の

經

營

學

，：上

：
の

：肯

渡

で

囘

轉

を

論

じ

々

も

の

W

稱
し
得
可
き
場

K
 

か
：i

が
國
論
を
通
じ

V
-

筋
三
編
ビ
第
四
編
に
於
て
此

g

に
關
し
數
句
を
費
や
し
ぬ
所
が
三
ヶ
所 

.

が
あ
る
。

而
し
て

>

れ
，は
料
距
；離

の

の

間

に

於

け

る

商

業

'
が

利

S

で
あ
る
ご
云
ふ
理
由

.
 

Vt

が ,

I

w

し
て
説
い
だ
も
の
で
あ
る

"

則
ち
第

1

彼
が
英
佛
貿
易
の
利
#
を
主
張
し
た
の
は
此
の
理 

由
か
で
あ
る
。
佛

M:.

は
，英

國

に

*

も
近
い
國
で
あ
る
。
英
國
の
南
沿
岸
と
佛
國
の
北
及
西 

北
：
_，沿岸
ご

.の
貿
择
は

C
'

國
貿
易
に
於
，け
る

"

同̂
樣
の
方
法
で
其
資
本
の
囘
轉

(
R
e
t
u
r
n
s

本
来 

商
品
を
他
に

.送

6
-て
賣
却

.し
"之
，，の
代
は

：

り
に
其
他
の
物
を

t
t 

,
入
れ
て
歸

C
v

て
來
る
其
商
品
の 

分
量
を
云
ふ
も
の
で
あ
る
が
、現
代
で
は
賣
却
し
た
物
じ
對
し
て
货
幣
を
受
取
る
こ
を
云
ふ 

の
で
坪

*

S

は
全
然
同
じ
き
も
の
：で
あ
る
。
判
か

-
^
易
さ
爲
め
に
假
も
に
囘
轉
と
譯
し
て
置
く

) 

は：，一
,

ケ
年
に

1
：

囘
乃
！
^
六
，囘
出
來
る
。
從
つ
て
此
貿

#

じ，

用
ひ
ら
れ
た
資
本
は
、他
の
遠
距
離 

に
る
多

 

<
,
,
,
の
外
國
と
の
貿
易
に
，

'投
せ

‘ら
れ

.る資本に比し英侧何れの國於ても

E
T

搞 

ガ

至

六

：倍®

の

薛

業

を

：：維

特I
、
且
ー
つ

1
L

倍
一
乃
至
六
倍
の
人
敷
に
職
業
す
生
活
資
料
を
與
ふ
る 

こv
>

が
出
來
る
だ
ら
ぅ

<
^
o
:
l
e
k
r
.
a
l
,

づI., IIL, vol.L, 

p>p, 

459-4

ひ
o)

殖
民
地
貿
易
を
述
ぶ
る
に
際 

し
て
彼
は
亦
同
じ
思
想
を
述
べ
て
ゐ
る
。
則
ち
日
く

 N

ケ
年
正
規
に
囘
轉
す
る
國
内
消
®
用 

の
外
國
貧
易
に
用
ひ
ら
る
、
一
千
硫
の
資
本
は
、其
國
内
に
於
け
る

I

千
硫
が
一
ケ
年
維
持
し 

，得；る

 >
:

同

一

量
の
：生
寧
的
，勞
働

.を
自
國
内
に
於
て
絕
え
す
使

f
f
lす
る
こ
ご
が
出
來
る
。
若
し 

ニ
ケ
年
に
ニ

m

囘
囘
轉
す
れ
ば
此
千
硫
は

：一
r
n
i

千
碰
が
一
ケ
年
自
國
に
於
て
維
持
し
得
る

银
十
七
盤
ニ
ニ 

ニ

)

論

跳

，

ア
グ
ム
.、
ス.

ミ
ス
ゆ
商
潔
に
對.

V

ス
巡
想
. 

第
七
鎮
‘ 

二 

H
セ
-

m ：

I



银

十

セ

軟

ニ

ヒ

ニ

ニ

諭

歌

ァ

.ダ
.々
，
ス
ミ
ズ
の
商
驚
に
對
す
る
思
想 

第

七

赚

！ニ
！！

ル

ご

同

一
量
の
勞
働
を

絕

え
ネ
厢

傭
し

得
る

も

の
で
あ
る

Vi。
(Bk. 

IV,, 

c
h, 

V

P vo
l
.
II 

p 

M 

;
是

に

依

ク

，
て

觀

れ

ぱ

同

.
！

 

'量

の

資

本

も

，其

使

途

に
ょ
つ

て
其
の
使
用
し
得
る
努
働
者
の
欧 

が
異
な
る
。

此

故

に

商

，業

資

本

は

：
最

も

勞

：働

を

：
動

か

す

M

と

が

少

，
な
い

か
ら
其

生

®
力

i

も

劣
る
ご
云
ふ

A

ミ
ス
の
講
論
は
前
述
の
キ
ャ 

こ

ビ

が
出
來
な
い
の
で

あ

る

が

、
余
が
兹
に
擧 

ビ

の

出

來

な

い

も

の

で

あ

る

0 

,否
余
は
ス
ミ 

た
し

き

盾

陷

つ

て

ゐ

る
も

の

で

あ

る

ビ
 

.
ス
.
ミ

ス

が

同

じ
-
-

商

業

で

も

：其
糊
類
に
ょ
ウ 

說
‘を
聞
か
わ
ぱ

な
ら
ぬ
。

7
‘ス
ミ
ス
は
農
、エ、商
の
閩
に
生
産
力
め
大
小 

商
業
の
內
で
も
卸
商
業
；

W

小
賣
商
業
に

ホ

其 

た
で
あ
る
。
然
る
に
ス
ミ
ス
は
更
ら
に
巡 

三
種

に
®

別
し
、資
本
を
典
何
れ
に
投
：す
る
や

て 思 ス げ ナ
國 ふ ：の 資 ソ 

富 " 生 本 の  
に 此 藍 囘 指  

對 點 力 轉 摘  
す を 說 高 し

力
二
 

®

K
於
て
旣
に
支
持
す
る 

か
ら
云

C
V

て
も
亦
支
持
す
る
こ 

の
此
點
は
ス
ミ
ス
自
か
ら
が
甚 

明
か

！：̂
す
る

爲

め
に
吾
人
は
尙

.
 

る
貫
，献に
相
举
ぁ
ゥ
と
述
べ
た

レ . h j  I»a ....'の'

因 で 別 K  
タ 卸 の 別  

て 商 蒋 ぁ  

國 を す ! ）
n r 國 る

論
じ
々
ぱ
か

6
,
.で
な
く
、尙
同
じ 

こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
前
述
し 

內

資
易
、外
國
資

易

，
運
送
資
易
の 

の
檢
加
に
相
違
あ
る
こ
と
を
瑜

じ
て
ゐ
る
。

(Bk, 

IL, 

P
 V.

 

vol.. 

I., 

p. 

347)

則
ち
彼
の
説
に
よ
れ
ば
第
一
の
卸
商
等
に
投
せ

加
す

る

こ
ど

多

く

、第
二
の
資
本
は
第
三
じ
投 

と
大
で
あ
る

W

云
ウ
て
ゐ
る

(
H
k
.

 

I
L
,

 
C
h
.

 

V
.
,

述
べ
て
見
る
。
國
內
資
易
に
從
事
す
る
者
は 

又
物
品
を
賈

0
て
.持
ち
歸
へ
る
か
ら
、國
內
商

ら
れ
た
資
本
は
第

1
1

の
も
の

よ

も
國
富
を
增 

せ
ら
れ
た
る
資
本
よ

5
.も

國
，ぢ2

を
愤
如
す
る
こ

v
o
l
.

 

I, 

P
.

 

3
5
1
.
)

.

今
振
Iが

其

理

由

と

し：：

て
揭
げ
た
處
を
简
單
に 

普
通
；1

ウ
.の
：場
所
じ
買
ウ
て
他
へ
：
賣
ね
、此
處
•に

業
に
投
せ
ら
れ
た
敦
本
は
從
来
生
産
的
努
働
を
動
か
し
て
ゐ
る
ニ

 

0
の
廣
民
又
は
工
業
家
の 

資
本
を
：囘
轉

さ

す
も

0
:で
も
る
。：

.；從

C
V

て
農
工
業
は
典
爲
め

R
繼
續
し
て
其
業
を
營
む
こ 

が
出
求
る
。

(Bk. 

IL, m

 

V., 

VO
L 

L, 

P, 

34

さ
^
 

i

國
；內
消
費
用
，の

外

國

貨

物

を

m

入
す
る
商
業
に
投
せ
ら
れ
カ
資
本
は

ti：

國
品
を
輸
出
し
て 

行
ふ
：
.：場
合
に
は
前
者
：

W

同
：じ
ぐ
ニ

 

C
V

の：，
t
o
:隔
て
る
地
に
あ
る
資
本
を
囘
轉
す
る
け
れ
ど
も
，此
 

場
合
之
に
關
係
す
る
國
內
産
業
は
只
一
つ
で
あ
る

か
ら
，
ょ
し
資
本
の
囘
轉
總
商
が
國
內
賀
易 

ご
同

1

ヒ
假
定
し
て
も
、此
資
本
に
ょ
り
て
自
國
の
産
業
を
獎
勵
す
る
度
は
國
內
貿
易
の
二
分 

の
.一

で
あ
る
。

(Bk. 

IL, 

P
, V., 

V01,,L, 

p. 

348)
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银
十
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殺

n

ニ
1
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論

0

ア
グ
ム
、
ス
ミ
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^
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じ
對
す
る
思
想

 

银

七

號

ニ

四0

E

U
國

內

消

弯

用

：
の

嬉.め
，
：の
：外

國

貿

易

が

：

a

囘
的
方
法
で
行
は
れ
る
湯
合
が
あ
る
。
例
之 

英
國
；か
露
國
の
麻
を

‘輸
.，入
す
る
に
直
接
英
.國
の
製
造
貨
物
を
輸
出
し
て
之
と
交
換
し

’な
い
で
、

.先
：
♦つ
之
を
，ク
ァ
：ジ
ニ
ア
の
煙
草
と
代
へ
、此
煙
草
を
露
，國
に
輸
出
し
て
*®を
得
る
が
如
き
楚
で 

あ
る
。
；か
か
る
揚
合
に
は
：直
接
，貿
易
の

‘場
合
よ
り
も
ニ
倍
大
の
資
本
を
必
嬰
と
す
る

0

從

0 

て
：直

.接
貿
の
：場
合
よ
も
：弗：國の
生

®

的
：愁
働
を
獎
勵
し
、扶
助
す
る
こ
と
少
な
い
も
の
で
.；

あ
.：る
 
0 

(Bk. 

I
L
,

’
P
: 

II.、
vol. 

I., 
P, 

3
f
e

)

ス
ミ
ス
が
技
に
述
送
貿

R勿
ビ
云
つ
て
ゐ
る
の
は
例
之
和
蘭
の
商
入
が
波
蘭
の
小
麥
を
葡
萄

i 

牙
に
趣
搬
し
、此
處
に
韻
菊
牙
，、の

果

物

葡

萄

酒

を

t
t入
れ
て
之
を
波
蘭
に
述
搬
販
賣
す
る
貿
易 

を
云
ふ
の
で
あ
る
。

故

k

必
す
し
も
通
過
貿
易
で
は
な
い
。

(Bk, 

IV., 

Ch. 

V,, 

vol.IL, 

p. 

4
2
)

か
か
る
，貧
易
に
投

.甘
ら
れ
な
，る
資
本
は
只
，外
國
の
生
举
力
を
維
持
す
る
資
本
を
囘
轉
せ
し

ひ

-
 

る
で
あ
る
か
ら
、之
に
よ
り
て
自
國
産
業
を
援
助
し
な
い
。
；從
つ
：，て
：此
に
よ

.な
て
國
內
の

®

. 

. 

: 

. 

.，

.

.レ

.‘
 

.

.

.

.

.

— 
，

,

の
：增
加
す
る
の
，高
は
，只
其
利
，網
丈
‘
で
あ
る
。

尤
も
共
：速
：搬

J

國
の
船
"船
.員
を
使
用
す
る
場 

合
.に
ほ
其
國
の
生
：産
的
勞
働
を
維
持
す
る
け
れ
ど
も
は
必
す
レ
も
述
送
資

R勿
に
本
質
的
の

ぁ

0

で
な
い
ビ
云
ふ
⑦
で
あ
る
。

(Bk. 

IIv 

Ch. 

V., 

vol. 

I., 

p. 

349)

如
し
て
ス
ミ
ス
は
以

-
U

此
等
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達
-.

さ̂
^̂
^̂

s 

f
‘ 

#其

®
富
を
增
進
せ
し
む
る
力
に
於
て
ぜ
そ
れ
ど
れ
優
劣
が
め
る
が
、而
も
さ
が
何
‘等の 

製

#

ギ
ぐ
韻

i
?

を
.伽
へ
な
い
で
事
物

'
.の
.順
序
ビ
し
て
ま
然
；的
じ
發

'達
.し
た
揚

'合
に
は
何
れ
.も 

§
2,

刺
溢
，麻
る
：ぐ
の

.で
あ
る
め
み
な
ら
す
必
要
し
•て
練

く

可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
ど
云
つ

, 

て
择
ふ
。

(

黄
：II,, 

P
 V., 

vol.L, 

p. 

3
5
2
).

箱
に
於

.
て
か
注
意
を
要
す
る

.の
は
ス
ミ
ス
が
此
等
の

一!
|

つ
の
形
式

6

軸
商
の
：國
民
の
富
を 

增
進
じ
貢
献

.す
る
力
！

^
達
別
を
設
け
た
理
由
ご
標
準
は
何
で
あ
る

.か
、そ
れ
は
ス

ミ

ス•が
前
に 

遺
‘業
ぱ
業
、ま
商
業
及
び
小
賣
業
の
問
に
綴
劣
を
設
け
た
理
由
及
び
標
準
ご
同

一

の
も
の
で
あ

： 

必
か
？V.'

う
*
キ̂1K.

ふ
こ
ご
で
あ
る
。

,

或

如

，
滴

，韻

互P

他

^
於
：
け

，る

生

產

カ§

藏

劣

をM

资
る
に
職
し
.，て
彼
が
其
‘理
，由
と
：

,
し
•て
.‘擧

ぜfi;

ゆ

は

資

本

の

黑

？me
n
t

ゼ

滴

業

の

が

？t

m
の
遲
速
の
二
，
ジ
.
.で
あ
る
。

第

！

ゆ 

資
：诛
を
；廣
き
振
へ
る
.UJ

K

 

ユ
ビ
は
®
.買

に

よ

つV
M

貝
手
の
’貨
粮
；資
本
が
賣
主
；の
手
に
資
；
#
^

め

滴
；.

品
；̂

主

に

渡

-る
：こ
ご
で
あ
る
。

.

.故

に

ら

見

れ

樣

資

.：本
を
辱
き
換
へ
る
こ
：、

そ
：
.
で

♦

，タ
.

が
、賣

主

か

ら2
^

れ
ぱ
賀
將
資

本

を

以

，て
買
得
，又
.は
生
.逮
し
.力
も
，の
が
自
己
の
：經
營 

M
k
出
て

1
®

び
货
‘將資
本
の
形
武
を
と
る

.
こ

^
を̂

1ガ
ふ

P

で

資

本

：
の
，：：隅

膊

其

物

1
4':

外

な

ら

な
，
'

.
:路
サ
-
デ̂

(

ご

眺

ア

て

：ベ

-1

ス

濃
：，I

等
必
域
鄉
 

雜
出
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ニ
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,
ブt

四ニ

い
マ
故
に

replace.-^

云
ふ
も

returns.

ビ
云
ふ
も
、將
力

‘义turnover 

i
云
ふ
も
共
に
必
竟
同
二
の

S- 

賞
を
只
典
：考
へ

.か
た
を

.異
に
す
る
に

.從
ウ
て
言
ひ

★
:
ぢ
し
か
',ぬ
を
逮

.へ
た
9

に
外
な
ら
：ぬ
。
：
 

然
ら
ぱ
ス

:々f 
55®

は
何
故
に
資
本
を

replace

，す
れ
ぱ
生

0 
^̂ 
0
助
獎

.勵
す

る
.か
を
港
へ
ぬ
.か 

€
云
ふ
乂
、を
..：れ
を
商
人
が
.農
.安
.
又
：，は

エ

榮

家

か

ら

買

：̂

な
け
れ
，ぱ

彼
：等
：
は
生

0

物
を
賣
却
し 

終
る
迄
生
産
を
中
ま
；し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、然
る
に
商
人
が
其
資
本
を
提
供
，す
る
が
爲
め
に
幾 

H

業
者
は
絕
へ
す

.其

生

率

を

，爐
'锁
す
る
と
が
出
来
，

.る
と
云
ふ
の
で
あ
る

。

(The 

capitall o
f
a

 

marchant 

thereby 

enables t
h
e
m

 
(agrical1:ure 

and manufactures) 

r
t
o 

continue that 

employment) (Bk. 

IL,

■ 

- 

' 

■ 

- 

, 

' 

■ 

! 

.

. 

.

...ch,V,. vol. 

.‘3
4
3
)

'

.か

.

.

...

.

..
而
し

‘て
.內國
資
易
：で

.は

.ニウ
の
異
，な
る
農
業
父
は
：

H

業
資
本
を

Replace

す
る

が

故
に
龙
も 

利

#
で
、ふ

b、外
國
贸
易
は

R
.
rり

の
内
地
農
工
紫
上
の
資
本
を

.：さP 1I

す

る

に

過

ぎ

な

：'ぃ

か 

ら

、
其

.利餘
，は
前

#,に
劣
：

&、更
に
運
送
：貿
易
は

 
一
0

も
內
地
農
工
業
資
本

* repkce

せ
ざ
る
が 

故
に
其
效
果
尤
も
劣
、る
と
：云
ふ
に
あ
る
の
：で
あ
る
。

V

ン

ア
：
所が此理曲は：
ス
ミ
盤

^

^

^

生̂

藍

力

の

，理

由

t

た

所

ざ

は

異

な

る

の

，で
t

 

，此
場
合
：に
は
：ス
ミ
ス
は
資
本
：が
幾
何
の
.生
雍
的
勞
働
者
を
使

s
l
e
m
p
l
o
y
)
，

す

.

9

か
、又
は
動
か
ず

{ptit in. motioi〕)

か
と
云

..ふ)
J 

?
を
现
，
.き
と

I
、機
準
と

.
し
.
.た

の
.で
あ
サ

.ね
。
所
が
蔣

.紫

.上‘の
資
本 

が
：農

業

又

は

工

業

：の
資
本
‘を
：
，

replace 

.

.して
、其
營
業
を
繼
鎮
經
營
せ
し

0

る
と
云
ふ

Z 

J

、商

業
資
本
が
幾
何
の
商
紫
数
：

#

者
を

-利S

す
る
か
と
云
ふ
こ

W

ご
は
全
く
別
問
題
で
あ
る
。
後

.
' 

.

• 

-
 

<
.
 

> 

. 

. 

'
. 

’ 

. 

；
. 

• 

： 

•
• 

• 

• 

• 

• 

,

の
揚

.合
に
於

；

V

は
；"ま
業
資
本
は
直
接
其
刷
の
年
收
稷
を
增
加
す
る
が
、前
の
揚
合
に
於
て
は
商 

.業
資
本

'は
工
業
：資
.本
の
.：囘
轉
を
，大
な
ら
.し
め
‘
.て
银
收
渡
を
，增
判
す
を
も
の
：で
其
影
響
は
間
，技

« 

■ 

I 

. 

• 

-■
, 

.

.

*■ 

. 

. 

>

.で
あ
る
。
此
の
事
は
ス
ミ

/
ス
の
文
の
州
ひ
方
で
之
を
踏
明
す
る
こ
：と

‘
が
出
来
る
ご
思
ふ
。，

 

則
ち
ス
ミ
ス
，が
農
工
商

の
.生
.夢
力
を
論
や
る
聯
に
は
彼
は
例
外
な
‘ぐ
常
に

-
:
,
t
h
e

 

productive 

labour 

(or 

labourers) 

w
h
i
c
h

.
 the 

Capital puts 

into 

m
o
t
i
o
n

 (or 

e
m
p
l
o
y
s
)

{資
本
の
動
か
す

f 
乂 

は
用
ふ
る

)

■ 

’ •，
 

.

. 

... 

•
. 

■ 

. 

* 

- • 

•■ 

• 

• 

. 

■ 

.
て
 

' -

勞
#
{文

：は

勞

働

者

ギ

云

タ
'て

、
其

、
大
一
，
小

‘を

生

：邀

ガ

制

.
斷

の

棒

举

 

然
る
，
に
，彼
が
卸

商

の

在

旅

.力
を
論
す

.る
隙
に
は
，i

廣
：も
：，其
，

K
,
接
影
響
：4:::̂

る
こ

.ご
を
示
す

P
Cサ
ドm

o
t
i
o
n
s

 e
m
p
l
o
y

な
る
語
を
用

S

な
い
で

.、又

-
!
.り
の
例
外
も
な
く
凡
て
の
場
合
に
齊
業
に

.對
し
よ

タ

大(

又
は
小

) 

:

9
 

0 

• 

0 

0 

•
,

な
る
獎

R
,及
び
援
助
百ore 

(or 

less) 

s
c
o
u
r
a
g
e
m
e
n
t

 a
n
d
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ふ
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思
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四

目T
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而
し
て

’商
業
資
本
が
生
庫
力
：に
及
ぼ
す
彰
響
に
此

.直

接

ヒ

，間

接

の

ニ

®

あ

る

こ

，

ビ
は 

‘は
ニ
.般
生

.庫
力
を

.述
ぶ
る
際
に

’も
言
，及

し

ゐ

る

の

で

あ

る

。

則
も
.彼
は
..，其
卸
商
：業
を
論
や 

.

る
際
に

r
e
p
l
a
c
e

の
場
合
に
は

ii?direct!y 

^
云ひ

*" p^t in 

moflp’n

の
‘場<

&

に
は

i
m
m
e
d
v
t
e
l
y

ヒ
云
ウ 

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ

.資
本
の

'

replacement

か
ら
来
る
、此
間
接
的
影

‘響
，を
標
準

W

し
て
農 

エ
商
の
生
能
力
を
批

1

ず̂

る

如

何

，な
る
結
果
を
：生
す
る
で
，あ
ろ
，ぅ
か
、資

本
.流
通
の
雜
過
は 

.
‘商
業

.ほ
エ
寒
資
本
を
、H.
業
は
纖
業
資
本
を

M
.業
：は
エ
業
及
商
業
資
本
を
ま
さ
換

へ
.て
，
循

環

/
ず 

る
に
到
る
ふ
：の
で
あ
る
。
然
る
に
ス
ミ
ス
の
說
じ
ょ
る
ビ
農

.業
は
：尤
も
生
夢
力
の
大
な
る
も 

.
の
で
あ
る
か
：：ら
し
て
農
業
資
本
を

.置

き

換

，へ

る

工

業

及

び
..商
業
資
本
は
最
も
大
な
る
間

‘接
，的
 

: 

: 

::

に効
：：

摩

を

有

し

、
反

之

：

.生
^̂ ̂

ひ
入
れ
て
彼
等
の 

資
，本

.を
：！
！

a
c
e

す
る
農

.業
资
本
の
間
接
的
効
果

.は

.
f

劣
る
と
云
ふ
論
，理
上
の
歸
結
を
；生
や 

る
に

.至
る

i

の
で
あ
る

0 

.

...

，第T
1

の
齋
本
の
囘
轉
數

W

生
産
を
獎
勵
援
助
す
，る
こ
ご
は
之

.

外̂
國
，貿
勿
の
場
合
に
之
を 

レ
：

る
。
彼
：

^
:日
.く
內
；國：資
上
の
，資
本
が
ブ
ギ
三
囘
轉
す
れ
ぱ
出
入
は
六
囘
す
る
。

.
觸地ヤほする。满

一

外辟
賀

2
^

に
資
本
が

.
’

一

キ
k
 j

囘
し
か

W

又
X

ら
な
い
も
ゆ

.

. 

.

.

.
 

.

.

: 

.

.

.

.
一

.

.

.

.

..とせ
：；
ぱ
ポ

W

貧
.

4
;
#
;

に
於
け

.

.る
資
本
は
轰
業
，，
に

'

i
r
v

外
國
貿
風
上

0

資
本
ふ
も
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.

の
號

S

援
助
，を
與
ふ
ど
云
り
て
ゐ
る
。

S

に
.彼
は
依
：然

‘獎
腾
拨
助

{Encouragement and 
support)

ビ
云
ふ
句
。を
用
ひ
て
ゐ
る
。
而
レ
'て此
は
彼
が
三
種
の
卸
商
を
論
す
る
に
際
し
て
資
本
の
囘 

轉
に

.染
及
し
た
唯

j

の
個
處
で
あ
る
.。

而
し
て
资
本
の
囘
轉
が
資
本
の
働
か
し

得

る
，，

努
働
考 

の
數
に
大
關
係

‘あ
る
は

.命
の
前
旣

k

指
摘
し
力
所
で
あ
る
。
然
る
に
此
揚
合

'に
も

K

ミ
そ
は 

ぃ

e
n
c
§

.
r
a
g
e
m
e
n
t
a
n
d
s
u
p
p
o
r
?

云
ふ
字
を
用
ひ

t

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、而

ホ

ス：ミ
ス
は

‘
.彼
が
：
^
霉 

:

に
§

本
“
..
の

囘

轉

；
數

を

，
論

，
か

る

；

0は
：：

其

：
同

轉

高'
 
は
則
ち

'其
資
本
の
使
用
す

る

學
働
奢
の
數
を

0 

接
‘增
，却し
て
年
收

；
®
を
增
加
す
る
意
ゆ

で
あ
る
：
事
を
遠
く
第

M

編
に
於
て
此
第
ニ
編
に
廻

0
.

て言及一し

‘て，ゐ
る

\

赋
白
：ぐ

T

國
內
，消

-韻
の

.，爲
め
の
外
國
貿
易
に
用
ひ
，ら
る

 

> 
資
本
の
.維
持
し 

得
V今
生
產
的
勞
網
者
の
數
第

i
l

編
，に
說
さ
力
る
が
.如
く

 

E
に
.資
本
囘
轉
の
瑪
數

に

ょ
る

も

©
.で
あ
る

」

ぐ

(Bk, 

IV,, 

Ch. 

V
I
L
V
V
01.

I
L
,

 

P. 

§

)

，
N
パ

ド：，、今X
:

ミ
ノ
ス
：
，が
卸
商
；相
：蓝
：の
；間
，の
，生
産
：力

の

ネ

小

を

論

す

る

に

際

し

ダ

國

資

易

の

場

合

に

の 

そ
殺
に
其
：生
.；
章

；
力

，
の

.

.
*

§\::;が
：：：r

理

由

：
i

し

^
卞
 

わ

，.
所

の

此

資

本

<
囘

轉

'
高

：
の

.
効

母

が

、
か

〜

を

直

.
接

..-効

，
果

：
の

廣

味

に

：
解

す

可
き
も

の
Y

.す
れ

ぱ
、此
標
準
.は
：
同
湖
資
.本
の

.使
：
'用

し
得
る

勢

働
；
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第
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號

1
5六 

'.

量

；
を
生

：廣
カ
多
少
の

.標
準
と
す
る
；，

®
:に
於
て
：ス
ミ
が
農
工
商
，業

 

'の：生
與
力

.多
‘少
の
制
別
！
 

ぜ

W
.
.
:
ね
.標
傘

'ど
同
じ
；で
あ
る
。

亦
ス
ミ
ス

'は
如
何
な
る
意
ゆ
に
用

a

た
か
明
白
で
は
な
い
が

. 

彼
が

H
;

業
；の
生

•廣
力
を
述
ぶ
る
に
際
し

i

業
.資
I本
の
大
部
分
は

「

海
年
又

‘
Vは
こ
れ
ょ
り
短

5̂

き 

■
0
問
に
於
て

」

V
Vい

ふ

文

句

を

多

數

ホ

辨

の

：努
働
：者
：を

使

用
ず

る
ギ

い
ふ
文
句
に
併
せ
述
べ
て 

ん
：るタ

n
然

.：
ぎ
ぱ
此
ま
本
の

®
轉
數
か
ら
し

.て
，
濃

.業：エ紫
商
業
の
生
ま
力
を
比
棘
し
て
見
て
ど 

ぅ
か

‘と
云
ふ

S
資
本
囘
轉
數
の
尤
も
少
な
い
の
.
農
業
で
ス
ミ
ス
時
代
に
於
け
る
廣
業
資
本 

の
囘
轉

.數
は
恐
ら
ぐ
恶
通
，一回
以
下

.で
あ
ら
ふ
。
而
し
て
之
に
次
ぐ
も
の
は
工
業
資
本
及
び 

商
業
資
本
で
あ
る
。
現
に
ス
ミ
ス
は
，國內
，商：業
は
如
，

‘何

に

遠

く

，ビ
，も

年

四

囘
乃
至
六
囘
轉
す 

る
ピ
云

.、

C
V

て
ゐ
る
の
然
ら
ぱ
取
に
此
謝

'か
；ら
云；：ふ

；

な

ら

ぱ

生

産

力

の

大

小

は

.商H

農
の
.順
序 

ビ

な

り

正
に
ス
ミ
ス
の
述
ベ
た
所
ミ
相
反
す
る
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
.而
し
て
此
事 

.は
：余
丈
：で
な
く
キ
ャ
ナ
ン
氏
：は
キ
：ャ
ナ
ン

版

の

^
國
論
第
三
四
入

M

の
.脚
註
に

「

囘
轉
速
度
の 

.早
き
を
以
て
利
舜
と
す
る
此
理
論
が

本

章

，
の
®
初
に
於
て
適
用
せ
ら
れ
た
な
ら
ぱ
農

業

筋

一 

..の

議

論

は

全

然

打
#

さ
れ
た
で
あ
ら
ぅ

」

，；^

り
て
ゐ
る

。

、

.

S
 
0 
M
.
0
の
.撒
か

.ら

M..Xも
ア
ダ
ム

'
-ス
、、
、
や
が

H

棟
の

'膨
式
を
ご
る
如

"商
‘業

s
-
0
^
.
^

H

f

l

m

J
 ---』

し-，
,

-

-
-
-
f 

- ,

f

r

u

n

i

及
ぼ
す
：貢敝
の

.鹿
を
測

.足
す

'る
の
標
準
及
び
理
由

•ご
レ
て
擧
げ
た

.所
は
、纏

て

彼
自
か
ら
が
：前
 

に，1

般
生

0
業
の
生
率
九
を
論
す
も
に
，際

I'v

抵
贷

0. 
P,上
げ
た

.所
論

.を
，
&
.破
す
：る
：の
結
果
を
：

生
；-^.

て，
.，
ゐ

：
る

の

で

，
あ

；
る

？

，
.. 

..
 

,

働
を
生
 

>潍
，的
、又
ば

I不
生
産

.的
ご
し
た

.
&
、
或
は
#

棟

勞

働

を
生
産
力
に

從

•つ
て

配
列
す

‘ 

る
' Do

g
m
a
:
k

ス
ミ
ス
以
後
尙
長
く
經
濟
學
上
に

*

の
論
餓
を
繊
け
て
班

^
^

到

-

^
■

•

て
か

.

か
る
論

#

は
網
次

‘

其

跡

を

斷

ら

今

日

ス

：
ミ

：
ス

の

生

释

じ

：，：
關

：
す

^

^

,
學

，軟

中

：
生

寧

 

論

に

於

て
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，
せ

ら

：
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所

，
の

も
0

は

分

業

及

び

資

本

論

の

，一
.

部

，
以

：
外

：
又

多

I

 

く

を

認

っ

め
•

ぬ

，
や

5 

に
.

な

ク

て

，
来

た

。
.

.

而

し

て今
：：
：

昔

の

生

释

カ

錢

劣

の

爭

に

代

I
C
V
.

て

生

：廣

論

上

に

解

9

た

も

の 

は
生
産

•

組
織
の

.

本
質
で
あ
る
。

左
に
余
は

y

ダ
ム

'
、ス
ミ
ス
.が

商
紫
の
：組

織

に

付
て
論
及

レ
て 

ゐ
る
所
を
集
め
て
、此

.

方

而

に

於

け

る

彼

の

思

想

の

I

股
を
窺
ふ
こ
ご
す
す
る

。

-

,
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•
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.
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て
ゐ
る
所
は
卸
商
ご
小
賣
商
の

.j

.一
 

つにっ
 

過
：ぎ
タ
い
。

而

し

て

彼

が

前

激

の

職

分

の

特

徵

を

述

送

に

、後
蕃
を
分
：配
に
-在
り

☆
レ
ね

.の
は
. 

商
業

.組
織
の
發
嚴
上
注
意
す
可
き
こ
ビ
で
あ
る
。

彼
は
卸
商
の
職
分
を
，以
て

.原
料
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は
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て
注
活
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
し
て
商
人
は
か
か
る
場
合

一 

個當に付て多額の利

X；!

を
消
費
者
要
求
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
此
問
題 

14,

對
し
，て
は
ス
ミ
？

V

は
，第
ニ

.編
館
五
章
に
於
て
か
か
る
理
論
の
當
ら
ざ
る
旨
を
論
じ
て
ゐ
る
。
 

則
ち

：
！

H

 

く

、
小

賣

商

：
，：業

.の
ま
在

'す
.る
時
は
人
は

.
！時
に
數
ヶ
月
の
消
®
品
を
賀
溜
め
置
く
必
要 

が
；な
い
か
ら
し
て
、其
資

本

一
を
生
一
禅

に

，利
用
し
て
利

益
：を
擧
ぐ

る
こ
：£ 

.
が
出
來
る
。

而
し
て

® 

ネ，益
：.

は
商
ゾ
の

'.禾
.
.に
.よ
る
物
品

^

惯
の
騰
貴

'
,を
..抓
.ふて
備

り

-め
-る
'か
ら
し
て
か
の

一

部
論

客
の
：
.：
小

，
賣

商

店

に

'
'
對

す
る
：

僻
見

.ほ
根
據
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
又
商
人
の
數
を
制
限
す
る
何 

等
の
，
#

要
も

#

在
，

し
：：

な
じ
。：：蓋
じ
、小
賣
商
人
の
數
の
增
加
は
商
人
相
互
に
害
し
合
ふ
こ

V

は 

あ
つ

，て

も、公
衆
を
害
す
る
こ
と
は
あ

♦

得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
之
特
定
の

1
つ
の
町
に
賣 

却
.し
，得

る
，
食
料
，品
，雑
貨
，の
查
ほ
其
町
及
，：，び：附
近
の
需
要
に
よ
ゥ
て
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の 

で
あ
る
。
從
ゥ
：

て；
食

，
料

雜

貨

商

に

'
投

す

る
，
資
本
め
高
は
又
此
の

X
s

置
の
，購
人
に
足
る
資
本
の 

商
を
超
過
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
故
に
假
り
に
此
の
定
量
の
齋
本
を

ニ，

人
の
雑
貨
商
で 

分
擔
鹤
營
す
る

も
、

の
と
せ
ぱ
其
，間
に
自
か
：ら
鎭
爭
を
生
じ
、其
結
果
は
商
人

！

人
の
場
合
よ
ら 

も
商
品
の
代
償
を

'
安
か
ら
し
む
る
僻
向
を
有
す
る
。

^
^
し

又

千

ニ人
の
同
業
者
が
あ
る

ビ

す

れ
ぱ
、を
れ
丈
其
間
の
：

.

貌
爭
は
，烈
し
く
な
る
、又
代
價
引
上
の
目
的
の
た
め
に
圓
結
す
る
の
機
會

.

.

.
; 

.

.

.
 

■
;
.
.
.
-
 

.

も
を
れ
丈
少

 
< 

な
る
も
の
で
め
る
。：：か
か
る
魏
爭
の

.

結
果
は
一
部
の
同
業
者
は
自
か
ら

破

M

を
來
す
か
も
し
れ
な
：い，け
れ
ど
も
之
を
注
意
す
る
の
は
當
業
者
其
者
の
任
務
で
あ
ジ
て
は

.

. 

' .
■
 

• 

. 

. 

. 

i
 

.
 

,

宜
し
：：：

ぐ
：，彼
等
の
自

&

制
斷
に
：委

し

可

な

V

セ
あ
ふ
。，商
人
の
鏡
爭
は
何
等
消
費
者
を
银
.す
 

る
こ
と
も
な
け
れ
ぱ
又
生

i

者
を
も
害
し
な
い
ポ
の
で
あ
る
否
却
つ
て

W

商
業
が

r

 

ニ
の
も 

の
に
獨
占
せ
ら
れ
，て
：ゐ
る
場
合
よ

A

も
消
費
者
に
は
安
く
賣
却

し

，生
ま
者
よ
り
は
高
く
購
ふ

览
、十

七

卷

a
l

m
H

>
貌

|
|

プ
グ
ム
、
ス
ミ
ス
の
照業

； -1

盤
す
る
思
想 

第
七
號
ニ
玉
九

1
I



ニ六

o

筑
十
七
愈

(
1

ニ 

H四)

：論
！！

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
の
商
業11

脚
ず
る
思
想

に
奨
ら
し
ひ
る
：も
の
で
あ
る

」

t
。

XBk. 

II., 

Ch, 

V
.； 

v
o
l
.
L
,

 

p
v 3

4
T
3
4
2
)

:

内

國

商

業

政

，，策

に

於

て

：近

時

特

に

問

題

ご

な

る
の
は
代
價
調
節
策
、公
楚
代
慣
制
度
の
問
题 

で
あ
る
。

而
し
て
ア
：ダ
ム
乂

.

ミ

•ス
又
其
富

.國
論
第
，
1
編̂
に
穀
物
収
引

を

論

す

る

際

し

て

f
t 

問
題
，に
論
及

I
、英
國
正
統
學
派

！

流
の

.論
法
を
以
て
全
然
之
を
徘
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
其 

論
據
と

ず

る

所
は
'代

慣

の

，：
S

然
的
調
節
ご
も
稱
し
得
可
き
所
の

.も
の
で
あ
ウ
て
、個
人
的
利
害 

ビ

1

般
の
利
害
の

.一

致
.す
可
き
こ
ご
；を
理
由
ご
し
た
も
，の
で
あ
る
。

穀
物

商
人
ご

I

般

.公
傲
.ご
の

利

害

は

一
見
相
反
す
る

や

ぅ
で

あ

る
が
、
{貴

際
に
於
て
は
全
，然
 

1

致
す
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
此
れ
商
人
が
代
慣
を
引
上
げ
る
の
は
其
供
給
の
不
足
に

應

す 

る
程
度
に
限
る
の
で
あ
つ

.て、此
以
上
に
引
上
ぐ
る
こ
ご
は
商
人
の
利
®
を
增
進
す
る
所
以
で 

な
い
か
ら
で
あ

.る
，。
商
入
が
代
價
.を
引
上
ら
る
の
は
供
給
の
不
足
を

知
る

か
ら
で
め
る
。
而 

し
て
.か
か
る
代
價
の
引
き
上
げ
は
消
费
者
を
し
て

其l
i

要

消
.費
を

節
約

せ
し
め
以
て
新
：

收
稷 

に
到
る
迄
供
給
に
®
だ
レ
き
不
足
を

生

：̂

ざ
ら
し
ひ

る
に

到
る
も
の
で

あ
る
。

然
る
に
商
人 

が

供
給
不
足
と
知

>
 
ゥ

\
你
且
ク
代
價
を
引
上
げ

.な
い
場
合
-に
は
彼
は
は
か
ら
输
け
得
可
き

ダ、H

f

t

利
：潤
：を
，損
す
る
，の
み
な
ら
す
、尙
消
費
者
が
悄
費
を
制
限
し
な
ぃ
爲
め
に
前
年
の
收
牆
季
末

. 

•
.

.
•
.
.
.
.

に
.際
し
早
く
も
品
不
足
と
な
り
急
激
の
暴
騰
又
は
時
に
飢
信
を
發
生
せ
し
む
る
に
到
る
も
の 

，で
あ
る
。
此
故
に
供
給
不
足
に
際
し
，

W

費
孝
が
始
め
少
々
高

&

代
價
を
支
柳
ふ
め

K

痛
は
、然 

ら

ざ
る
場
合
に
生
す
る
飢
傅
の
災
曹
；に
此
す
れ
ぱ
云
ふ
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
若
し
又 

商
人
が
供
給
不
足
に
相
當
す
る

.以
上
に
，代惯
を
引
上
ぐ
る
場
合
に
は
公
娘
を
害
す
る
ぱ
か

b 

で
な
く
彼
自

A
亦
損
害
を
蒙
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
代
®
暴
騰
の
結
架
ほ
常
期
の
穀
物
の
供 

給
を
甚
だ
し
く
險
ひ
：延
ぱ
，す

，
爲

め
に
商
人
は
提
さ
期
間
に
百
，

一

る
穀

M

の
减
損
ょ
り
水
る
#
質 

的
の
損
害
を
受
く
る
の

.み
な
ら
す
、又
季
末
又
は
：次
季

.の
始
め
に
大
暴
落
を
来
た
し

.

.
X大
損
害 

を
受
く
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し

て
，商
人

l
i

日
常
熱
心
に
收
稚
高
，每
片
银
週
辩
日
の

M

行
を
注 

.M 
.し
て
ゐ
，る結
果

相
：
當
.，正
：
確
な
る
知
識
を
.以
て
賣
買
収

引
に

.從
事
.し
、代
傲
を

足
む
る
も
の

で 

あ
♦
，か
ら
レ

て、其
結
果
は
勘
せ

す
し
て

其
期
の
收
稚
高
を
機
に

*

じ

て

1

股
に
分
割
职
寶 

し
、社
會
全
般
の
消
費
に
，

合
：政
せ
し
む
る
も
の
で

.あ

る

{Bk, 

I
v
.
b
.

 

V., 

v
o
L

 

II. 

pp. 

2
5
-2
6
)
0

此

，故

'，ド

政

力

其

，正
，
當

ご
.想
像

.す

.る

..，I 

j

义
..，の
^

俱
で
敷
物
を

販
，賣
す
可
き

.こ
ご
を
商
人
に
命

.

.
^
^

• 

• 

• 

• 

•

る

が

如

き

は

是

れ

大

，な

る

誤

：キ

で

あ
る

。V

其
結
.果
は
却
.
ウ
て
商
人
賣
惜
の
念
を

生
せ

し
め

筑
十七
想

n
i
l

三
五)

^

眺
ア
グ

ム、̂̂
ミ
ス

の商業

1
1對
1

思想
 

餓七號
ニ六！

1̂ ；

I



m

银
十
セ
想

2
n

n
H

O

論

m

ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の

f

業
に
對
す
る
思
想
 

筋

セ

爐

1
1

六
二

て
穀
物
を
市
場
に
出
さ
な
い
や
う
じ
す
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
又
商
人
が
市
場
に
持
ち
出
し 

服
賣
し
力
場
合
に

/は
此

.に
，

9
て4

1

速
な
る
消
費
を
奥
勵
し
、爲
め
に
季
末
前
に
飢
傭
を
發
生 

せ
し
む
る
憂
が
め
る
。
此
故
に
穀
物
取
引
を
無
制
限
、無
拘
束
に
自
由

f

ら
し
ひ
る
こ
ご
は
飢 

儘
の
災
害
め
盤
来
に
對
す
る
唯

1

の
有
效
な
る

.防
止
策
で
あ
る
共
に
、又
缺
乏
不
足
の
苦
痛 

に
對

す
る

最

良

の

：，
輕

棘

：策

：，で

：

あ

る
。
蓋
し
眞
の
不
足
は
補
充
し
得

f
z

 
口〈

輕
減
し
得
る
に
過
ぎ 

な
い
か
ら
で
あ
る

_と
。

{Bk, 

IV., 

P
 V,, 

v
o
L

 

II., 

p. 

28)， 

、
 

.

け
れ
ど

も

ア
ダ
ム

.
•ス
ミ
ス
は
如
何
な
る
場
合

'で
も
代
價
の
騰
貴
は
國
民
全
體
の
利
益

V
J

一
 

政
す
る
も
の
で

.あ
る
と
說
い
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
大
會
社
が

一

國

9

全
牧
穆
を
自
か
ら
買 

a
占
め
得
る
や
う
な
場
命
に
は
か
の
和
蘭
人
が

M
o
n
u
c
c
a
s

，の
香
料
の
値
を
高
め
る
爲
め
に
其 

!

大
部
分
を
焼
棄
し
れ
や
う
な

.こ
ご
を
や
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
獨
お
の
場
合

に
限
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
敏
物
は
其
性
賀
上
獨

6

の
甚
だ
困
難
な
る
も
の
で
、假
分
自
由

• 

• 

• 

- 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.:

取
引
を
許
し
て
一
も
其
，危
險
の
殆
ん
ど
な
い
も

.

：ので
あ
る
、此
れ
全
國
に
！旦る
穀
物
買
.占
に
は
大 

資

本

を

要

す

る

其

，寧
地
全
國
じ
散
在
し
、其
‘利
害
關
係
者
多
き
爲
め
此
等
の
多
數
を
圓
結
す

る
こ
ビ
が
困

.難
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。

(Bk. 

IV, 

C
h
,

 

V., 

v
o
l
.
I
I

,

 

p|：>, 

2
6
-
2
;
7)

.

. 

. 

,

以
上
の
說
に
よ
る
時
は
獨
お
の
行
は
れ
な
い
場
合

{彼
は
穀
物
は

0
占
の
行
は
れ
な
い
場
.合
 

ご
認
め
て
ゐ
る
。

)

に
は
代

•價
公
定
と
か
穀
物
管
理
ご
か
云
ふ
政
策
を
行
ふ
必
要
は
#
在
し
な 

い
f

代
俄
其
物
が
需
要
供
給
を
自
然
的
に
調
節
せ
し
ひ
る
も
の
で
、之
に
人
爲
を
加
ふ
る
は
却 

つ，て
不
幸
な
る
結

*

を
生
す
る
も
の

€
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
資
本
主
義
の
社
會 

に
於
け
る
代
债
形
成
が
需
要
供
給
を

S

然
的

k

調

節

す

る

作

用

に

到

り

て

は

微

妙

の

極

.‘に
達 

し
：た
る
が
如
き
觀
が
あ

‘る
。
则
ら
代
僧
の
騰
貴
は
二
方
に
ス
ミ
ス
の
云
へ
る
が
如
く
消
費
を 

制
限
レ
て
需
要
を
；減
す
る

ビ

典
他
方
に
は
：從
來
の
代
價
で
は
市
揚
，に
持
ち
出
す
を
.肯ん
せ 

な
か

9
た
商
人
を
驅
ゎ
て
其
貯
藏
品
を
，市
場
に
出
さ
し
め
、更
に
又
、將
来
の
生
産
を
刺
戟

.し
て 

供
給
を
梢
加
せ
し
め
、か

く

て
需
要
：供

絵双
：：

方

よ

&
互
に
渉
み
寄
よ
つ
て
遂
に
其
，

一

致
を
見
る 

に
到
る
も
の
で
あ
る
。

又
代
僧
低
落
，の
場
合
に
は
需
供
各
ン
別

 
>じ正
反
對
の
變
動
を
起
し
て
之 

亦
需
給

1

政
す
る
も
の
で
あ
る

0

け
れ
ど
も
か
か
る
理
由
か
ら
し
て
ス
ミ
ス
が
云
へ
る
が
如 

ぐ
代

®

公
定
又
は
調
節
、穀
物
管

i
f

を
絕

S

的
に
否
定
せ
ん
と
す
る
，は
，誤

'ま
b

で
あ
.
る
。
思
ふ 

R

k
じ
，一

原
因

.あ
れ
ば
，直
：も
じ
第
ニ
の
結
果
を
生
じ
此
の
第

1
1

の

結

果

：
は
.，更
，
に

原

.因

ご

な

...り
 

て
第
ニ

1

の
現
象
を
生
；す
る
が
如
く
說

く

の
は
是
れ
常
に
英
國
正
統
學
派
の
演

.海
御
机
上

論
.
®

第

十

七

卷(
1
ニ
111

七)

脑

跳

ア

ダ

ム

、/V
、、

ス
の
商
業
に
對
す
る
思
想 

第

七

號

ニ

を

5!

I



丄 

第十

-
想̂

n
l
s

八
r

錢

姚

デ

f

"
スミスの礎

f

駒する思鼠

.. 

0
S 

S

S

j 

⑩
徵
で
あ

‘る
。，か

.の
代
僧
の
自
然
的
調
節
を
微
據
と
し
て
代
俄
公
定
、又
は

V殺

#
管
理
.か無
用

を
說
ぐ
が
如
ネ
亦
此

.！例
で
あ
る
。
蓋
し
斯
の
如
き
議
論
は
、

(

第
二
代

.便

.騰
貴
は
锋
方
断
に
か
，

 

……

一
 

、
る
影
盤
を
翁

S!;

し
て
、結
局

|
|

供
を
一
数
せ
し
む
る
す
る
も
、か
か
る
結
を
生
や
る
迄
に

 ̂

は
挺
き

®

偉
を

必
耍
と
す
る

も
の
で

め
る

-
而
し
て

彼
等
は

此
間

，
.如
河
な
る

j

般

的

の

め

水

；：、其

. 

.

-

. 

.

.
- . 

.

.

.

.

 
....

 

•
 
, 

■
 

' 

.

• 

他
の
：S

會
事
疆
、現
数
の
起
る
や

4.；

考
慮
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

(

第
二

)

彼
等
は

®

ま

り

：
^

會

め.
 

,

,

館
約
に
横
斷
的
翁
約
ビ
縱
斷
的
節
約
の

E

別
あ
る
こ
ご
を
無

®

し
て
ゐ
る
。
而
し
て
い
の
代 

. 

债
騰
，貴
に
ま
る

.節
：豹
は

.：後
者
に
腐
す
る
も
の
で
節
約
す
る
も
の

^
:
T 0
0
0
の
ポ
に
は
ら
れ 

る
と
云
ふ
辦
實
を
看
過

‘
し
て
：ゐ

.る
。
故
に
供
給
族
だ
少
な
く
し
て
代
似

®

だ
し
く
®
贵
す
る 

' 

‘

場
，合
に
は
卞
服
社
：會
の
ポ
は
霧
を
絕
ね
れ
て
餓
死
す
る
の
外
は
あ
る
ま
い
.。

而
し
て
此
場
合 

に
も
亦
ス
ミ
ス
の

.期
待
せ

.る：が
如
ぐ
消
数
の
制
限
需
要
減
少
ご
な
，り
て
最
後
に
®
供
は
一
致 

.

す
る
で
あ
ら
ぅ

C 

.而し
て
仰
一
致
し
な
い
場
合
に
は
購
賀
力
な
さ
無
産
者
®
級
の
消
数
は
释 

, 

®

版
せ
ら
れ
、彼
等
は

.漸
次
餓
死
す
る
こ
ご
に

.よ
つ
て
親
存
せ
る
供
給
ご

Ig,

要
は

(

而
し
て
そ
は 

‘

い
資
廣

階
級

の

，み

のU
.

敌
す

る

.の
ゃ
も
：る。

一：

換
言
す
れ
ぱ

|
i

要

供
給
を
一
政
せ

し
.，：：：

る

®

め

に
 

.
.
:
:
:

.
:代

俾

の

®

贵
と
：
い
？
ふ
：
7
.
.ご

認

ず

 
'る

の
は

無
邀
者
階
棘
の
消
®
を

制

限
し
、極
端
に
云
へ
ぱ

.

g
—

—
—:

彼
等

s

死
せ

‘し
め
て

5

供
給
を
調
節
す
：る
ご
い
ふ
事
を
是
認
す
る
の
で

あ
る
。

資

S

 

隙
級
の
需
要
餘

a
s

に
滿

.足
せ
し
‘めん
が
爲
め
に
無
資
産
階
殺
の
餓
死
を
要
求
す
る
も
の
で
あ 

. 

る
。
か
か
る
無
制
服
な
る
代
愤
の
自
然
的
調
節
と
云
ふ
議
論
は
旣
に
人
道
上
の
理
ぬ
か
ら
許 

'
 

.

す
可

力

ら
ざ
る
も
の
た
る

.や

贊

：
言

を

盤

，し
，，な

い

。

則

ち

，橫

斷

的
消
費
節
約
を
强
制
す
る
必

M
 

.
の

存

す

る

所

以

で..あ

る

。

:

I 

• 

• 

; 

: 

' 

.

.

.

.

.
 

..... 

.

.

. 

I
. 

t
 

. 

•
; 

.

. 

.

.

.

.

.
 

.
,■

ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の
商
業
に
關
す
る
思
想
ホ
最
後
に
殘
つ
む
ゐ
る
も

0

は
彼
が
商
人

及
び

商 

業
に
嬰
し
て
，如
何
が
る
感
情

を

布

し

て

‘ゐ
た
か
さ
ふ
問
題
で
あ
る

0

此
問
題
は
厘

-商
業

？̂ 

iTN..

蒋

.に
よ

-

て
ロ
に
せ
ら
れ
る
所
で
、旦
人
に
よ
ら

•
て
其
兄
る
所
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

0 

從
ウ
て
充
分
な
る
研
究
を
な
さ
：：ん
と
す
る
に
は
尙
相
當
の
頁
數
を
費
や
さ

'
 
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の 

.

ヤ
あ
か

.：ダ
金
は

.み
め

.の
商
業
の
生

0

力
を
論
す
る
爲
め
に
大
半
の
興
數
を
®
や
レ
た
め
妓 

此
併

®

に
就
き
充
分
の
こ
，

.ご
を
述
べ
る
こ
ご
が
出
来
な
い
が
左
に

.簡
単
に
之
に
闕
す
る
ス

ミ 

,
 

:

マ
ス
の
考
を
述
べ
て
ギ
翰
文
を
終
：る

^̂
^̂
^̂

ス
ミ
ス
ぱ
商
人
又
は
商
業
に
對
し
て
好
き
感
情
を
有
し
て
ゐ
た
か
、或
は
又
は
惡
し
き
感
情

银十ん

ね

(

一ニニ

一

九)

^
ぬ

訓

，

ァダム、

ス
ミ
；<；

の
商
業
に
對
す
る
思
想
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第

七

號

ニ

ガ

六 

を
有
じ
て
ゐ
力
か
、ア
タ
ム
、ス
ミ
ス
は
商
業
對
し
て
好
意
を
有
し
た

€
云
ふ
者
に

Ehrenberg

が
あ
る
。

彼
日

 

く
、：
，
： 

u
n
d

 

d
e
m

 

HancJel 

iilberhauDt: 

v/ai- 

er 

selhr 

freundiicli 

gesimt,

.

.
o 

ア
ダ

ム
、ス

ミ
パ
は
商
人
に
對
し
て
敵
意
を
有
一
し
力

5
, 
£

な
す
も
の
に

B
u
r
r
i

が
あ
る
。
日
く
、

-Den 

is..aufleuten 

istSmitli 
indessen i

m

 

all

めem
e
i
n
e
n

 

nlclit 

w
o
h
l

 ssinrit。

更 

又
ス
ミ
ス 

は

商

業

の

利

. 

■

.

-

 

, 

,

益
效
架
を

I
J

め
た
じ
か
し
商
人
の
利
己
心
を
批
難
し
力
ご
な
す
も
の
じ

S
i
e
v
e
k
l
n
g

が
あ
る
日
く

‘

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

 

liess,

'
 w

i
e

 

d
e
m

 

G
e
w
e
r
b
e

プ so 

a
u
c
h

 

d
e
m

 

H
a
n
a
e
l

 

p
r

シssre 

Gereclitlgkeit 

widerfaliren,

.

.

. 

. 

: 

: 

■ 

- 

. 

. 

i 

. 

.

. 

■ 

f 

■

d
o
c
h

 

sind 

a
u
c
h

 

n
a
c
h

 

seiner 

IVTeining 

die 
K
a
u
f
k
u
t
e

 

mit 

ihrer 

G
e
w
l
n
n
s
u
c
h
t

 

schuld 

a
n

 

d
s die 

K
o
n
k
u
r
-

 

renz 

dnsclir

ルiilcenden 

M
a
s
s
n
a
h
m
e
n

 

des 

CDtaates.

.

斯
の
如
ぐ
學
者
が
ス
ミ
.ス
を
識
み
て
彼
の
商
業
又
は
商
人
に
對
す
る
感
情
を
種
々
異
ウ
た

, 

.
/ 

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

-

.

.. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

感
想
を
懷
く
は
何
故
で
：あ
る

.か
。
此

1を
知
ら
ん

W

す
る
に
は
吾
人
は
先
づ
ス

ミ

ス
が
到
る
慮 

に
商
業

k

云
ふ
文
句
を
川

a

ゐ
る
時
じ
如
何
な
る
意
味
に
解
し
力
か
と
云

.
ふ
Z

と
を
知
ら
な 

け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

ス

ミ
：
メ
，
が
商
業
ビ
云
ウ
て
ゐ
る

‘時
に
は
彼
は
必

デ

レ

も

後
世
の
學
者
が
述
べ
て
ぬ
る
や
ぅ 

に

職

業

的

槪
念
ビ

レ

て

の

商
業
則

〜

商
人

の
商
業
を

意

味

し

.て
ゐ
：る

の

で

は

な

く

し

て
、®
<
交

換

の
事
賞
典
物
を
指
し
て
ぬ
る
の
，で
あ
る
。

(

驻)

例
之
彼
が
っ
各
文

W

國
の
主
な
る
商
業
は
都
市 

ご
旧
許
の
住
民

一：0

明
に
：行

は

れ

る

襄m

 

ま

#

^
あ
る

A
B
I
C

 
I

r 

p

 

V., 

§
1. 

L

 

p. 

3
5
4
)

ご
云
へ
る
が
如
き
、又

「

人
は
斯
の
如
く
し
て
交
換
に
ょ
つ

.て
生
活
す

M

ち
或
る 

稍
段
に
於
て
务
人
皆
商
人
ご
な

る

も
の
で
あ
る
、而
し
て
社
會
其
物
は
本
来

一

ウ
の
商
業
的
社 

貪
.，ぐ

.' 

な

る
に
到
る

0

 

(

I
s
.
y 

V
O
L
:

 1. 

p
.

 

24'. 

-

c云
へ
る

が

如
き
、更
に
父

「

原
始
社
會
に
於
て
は
家
畜 

’は
普
通
一
般
に
行
は
る

\
商
業
上
の
用
具

l^common 

l.nstmment 

of c
o
m
m
e
r
c
e
)

な

.
^

」
(Ibid, 

p, 

2
5
)

.ど
：云
へ
る
が
如
き
、何
れ
も
：皆
ス
ミ
ス
が
交
換
即
ち
商
業
云
ふ
考
を
懷
い
て
ゐ
な
こ

V
J

を
示 

し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

.而
し
て
彼
は
富
國
論
中
到
る
處
に
市
揚

j
M
a
r
k
e
t
}

ご
云
ふ
文
字
を
用 

a

て
，ゐ
、る
。
例
之

都

市

；は
.，
r
a舍

の

生
産

物
の

.餘
剩
に
對
す
る
市
揚
ヤ
あ
ろ

.
ご
か
、义
は
殖
民
地 

:は
：本
國
の

'生

産

：
物

：
の

，：
ホ

場

：
で
，
：
：あ

：
る

：

f
か
"云
ふ

g

に
彼
は
交
換
の
場
所
又
は
贩
路
を
意
账
し
て 

ゐ
る

0

で
あ
る
、而
し
て
そ
は
必
す
じ
も
所
謂
商
人
の
市
場
ぱ
か
ぐ
で
な
く
、尙
生
産
者
及
び
消 

費
孝
の
市
場
等
全
體
を
意
味
し
て
ゐ
た
の
ヤ
あ
る
。
此
故
に

K

ミ
ス
が

C
o
m
m
e
r
c
e

ビ
云
ふ
も 

M
a
r
k
e
t

 

云
ふ
も
同

.

の
.事
實
を
見
方
を
異
に
し
て
名
づ
け

-た
も
の
で
、彼
，の§

に
あ
る
處
の 

考

は

常

！
^
交
換
其
物
に
外
な
ら
な
か
ウ
や
も
の
で
あ
る
。

镇

十

セ

お

(

ニ
5

!)

論
就
ア
ダ
ム
、スミスの商業！

-1

對ヤる思想
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思
想
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第

セ

號

ニ

六

\ 

f 

'(
®

三旧學會讀誌第十七盤第三魏拙稿

s

織
觀
念

W

しての旧ま

」

參ぢ

一
 

，

然
ら
ぱ
此
意
味
-の
商
業
に
對
し
て
ん
^

^

ミ
ス
は
如
何
な
る
態
度
を
持
ウ
て
ゐ
た
か
ご

云
ふ
ご
彼
は
苑
ん
ど
：

®

條
仲
に
か
か
る
商
業
の
债
航
を
赏
足
せ

ざ

る

を
得
な
か
り
た
の
で
あ 

る
0
:
:彼
等
が
フ

-
ジ
ォ
ク
ラ
•ッ
ト
に
反
對
し
て
商
業
を
工
業
と
共
し
國
富
增
進
の
な
め
に
必 

要
，
な

も

の

.
と

レ

露

業
VJ 

ク

に

款

.
生

産

力
を

•認
め
た

.こ

ご
は
前
述
し
た
所
で
め
る
®
け
れ
ど
ら 

-

.

ス
、、マ
ス
が
'か

か

る

說

を

な

す

，の

は
t
t #
じ
交
換
云
ふ
事
賞
を
前
提
と
し
て
か
ら
の
こ
ご
で 

あ

'

る
；"
：

シ
故
に
余
は
ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の
輕
濟
學
に
於
ス
交
換
又
は
彼
の
‘所謂
商
業
の
如
何
な
る 

^

位
を
占
む
る
力
。
何
故
に
彼
は
之
を
重
要
視
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
ジ
た
か
と

•
ふ
こ

VJ 

を1

言
し
見
た
い
。
而
し
て
そ
は
彼
の
輕
濟
學
に
於
て
尤
も
根
本
的
な

も
の
で
あ
る
。

蓋 

,

し
彼
は
國

A

の
增
進
は
⑩
僻
の

‘
咐
進
で
あ
る
ご
云
ウ
て
ゐ
る
。

し
て
乂
分
雙
國
梢
進 

の
重
大
な
る
手
段
で
あ
る
と
云

C
V

て
ゐ
る
。
而
し
て
交
換
又
は
商
衆
ビ
云
ふ
こ
と
は
此
の
ニ

,

' 

. 

, 

.

.

.

.

.
,
. 

.

,

• 

I 

• 

• 

•
• 

• 

•
• 

•
• 

■

•

:-

- 

,

ウ
の

‘問
題
ヒ
彼
の
务
.に
ょ
れ
ぱ
避
ぐ
可
か
ら
ざ
る
關
係
を
有
じ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し 

.

て
交
換
と
前
者
と

&

關
係
は
僧

i
g

關
係
，で
、後
者
：

.ご
の
關
係
は
物
質
的

'‘赚
係
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
が
生
産
的
勞
働
モ
お
つ
た
の
は
物
質
的
財
貨
の
债
値
を
增
，加
す
る

.努
働
を
指
•す
も

,
^
l
p
l
§
l
i
i
r
l
K
s
l
f
c
f
e
s
K
p
l
p
t
i
i
i
i

§
g
i
i
3
U
K
i
^
i
i
i
g
B
H
^

,

の
で
あ
る
こ
マ

)

は
前

‘：述
し

4
;̂

通
，
b
.である。
然るにスミスが债値云ウてゐるのは交 

換
價
値
則
ち
他
の

S

货
，を
購
賈
し
得
る
力
で
あ
る

(Bk, 

I
,
/
Ch. 

IV., 

vol. 

L, 

p, 
3
0
)
0

故
に

w

、

,
, 

, 

.
'
.

ニ
.
.
.
. 

.

. 

. 

•
'
,

,
,贷
が
勞
：働
の
結
柴
航
を
增
加
す
る
ヒ
云
ふ
の
ほ
交
換
云
ふ
こ
を
前
撮
*とし
，か
か
る
財

.

 

.

.

.

 

•

 

.. 
'

 ,

 

■
■
 
i

 
:

 

•

 

.

 
,

 

.

.

.

.

…

：
..
..
..
i

.

r

貨
を
必
要
ご
し
欲
す
る
人
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
か
か
る
財
货
を
産
出
す
る
こ
と
困 

難
：な
地
位

.に
在
，る
人

"換
會
 ̂

要
ご
す
る
人
の
數
が
大
な
れ
ぱ
大
な
る 

ほ
ご
、见
に
云
へ
：換
へ
れ
ぱ
市
場
が
大
な
れ
ぱ
大
な
る
ほ
ど
其
財
貨
は
大
な
る
债
値
を
有
す
る 

に到
：；

ふ
ね
け
で
あ
る
。

從
り
て
か
：か
：る
；財
貨
を
造
^

出̂

す

勞

働

も

亦

從C
V

て
大
な
る
债
値
を 

增

#

す
，を
に
到
る
も
の
で
あ
る
云
：ふ
こ
ご
が
出
來
る
。

技
に
於
て
か
ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス
が
努 

働
の

i
;
が
大

.な
れ
ば

.大
な
：
る

.

ほ
ど
ニ
國
の

.年
收
權
は
増
加
す
る
/

)

し
云
ウ
な
の
は
か
か
る
財
貨 

に
對
し
て
市
場
の

.
存
在
す
る

rJ

と
を
前
提
と
し
て
始
め
て
云
ひ
得
る
言
で
あ
る
ご
云
ふ
こ 

が
出
，来る

9

從
ウ
て
亦
市
場
の
發
見
擴
張
は
ニ
國
の
富
を
增
加
す
る
所
以

ざ

な
る
も
の
で
あ 

る
.。

則
ち
ス
ミ
ス
が
、第
：

1
1

編
に
、生
産
力
を
，論
す
る
に
際
し
て
、

「

特
定
の
塵
業
の
生
産
物
が
其
國 

"じ

の

I
t

要の必要する高

..

V
,
®

過
ず
る
時
は
其
辟
剩

.は
之
を
外
，
國
に
輸
'出
し
、而
し
て
自
國
に
，

 

於
て
需
耍
あ
る
或
る
：外
國
品
と
交
換
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
若
し
此
際
輸
出
を
し
な
い

馆ヤ七廣ニニ？！
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第
七
嫩
ニ

七
ひ

:な
ら
ぱ
其
國
の

r

部
分
の
生
産

.的
勞
働
は
停

.冉
せ
ら
れ
其
年
收
穆
値
は

’贼
少
す
る
'に
到

る‘」

ご

一 ;

ム
ウ
て
ゐ
る
は
光
も
明
か
に
上
®
の
關
係
を

言

ひ
炎
は
し
な
も
の
で
あ
る
。

{Bk, 

II., 

C
h
,

\

V,, v
o
L

 

L, 

p. 

3
5
2
)
。
；

而
し
卞
此
關
係
は
國
內
じ
於
て
も
亦
全
く
同
一
で
あ
る
。

(Bk, 

I
F c

h
.

 

I,, 

vol. 

I, 

pp, 

3
5
5
-
3
5
6
)

‘

國
富
は

：̂
 M

的
勞
働
の

*

及
び
勞
働
者
の
生
産
能
力
に
ょ
る
こ
と
は
•旣
に
之
を
說
明
し 

た
。
而
し
て
生
齋
能
力
は
器
械
、器
具
の
增
伽
及
び
改
良
•及
び
分
業
に
ょ
る
こ
又
旣
に
說
明 

し
た
。
但
し
ス

ミ

.

ス
が

'勞
働
者
の
，，生
衆
能
力
梢
進
方
法
ご
し
て
器
械
及
び

§
1

具
に
就
て
は
特 

じ
論

じ

‘て
ゐ
な
い
。

.

.

.之を
論
じ
て
ゐ
る
の
は
分
業
史
で
あ
る
が
、彼
が
生
蕭
能
力
梢
進
方
，法

VJ 

t

て
ど
れ
位
分
業
に
道

&

を

®

い
た
か
は
、彼
が
赏
國
論
の
魅
頭
第

！

に

之

を
論
じ
て
ゐ
る
の 

を
見

y

も
之
を
知
る
こ
ど
が
出
來
る
。

「5
々
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
‘於
け
る
技
術
上
の
生
鹿
が
大 

な
る
倍
數
的
增
加
を
来
た
し
た

.の
は
：释
れ
分
業
の
結
乘
で
あ
る
。

.

此
の
爲
め
治
世
の
效
、擧
が 

れ
る
國
に
於
て
は
，赏
は
最
下
層

®
會
に
到
る
迄
一
般
に
擴
が
る
に
到
ウ
た

」

ご。

(Bk. 

L

 

ch. 

I., 

v
o
L

 

L, 

p
。
2 2)

:

斯
の
如

く

勢m

者
の
技
術
上
の
生
産
能
力
を
高
む
.る
分
業
は
ス
ミ
ス
の
券
に
よ
れ
ぱ
交
換

の
如
何
，市
場
の
大
小
に
ょ
つ
て
左
右
せ
ら
れ
る
も
の
で
み
る
。
市
場
大
な
る
時
は
大
じ
分
業 

を
行
ひ
得
可
く
、市
場
狭

®

た
：る

時

は

之

を

行

ふ

こ

^

困
難
な
る
も
の
で
あ
る
。

(
B
k
,

 L
,

 

c
h
,
I
I
L
,

I
,
'
:
, 

: 

. 

• 

I 

•
: 

■ 

:

,
 

デ

V
O
L
.

 L
,

 
V

 

s 

B
.
:
i
c
h
e
r

も
既
に
指
摘
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
分
業
ビ
交
換
は
必
す

し
も

必
然
的

關
係 

を
有
し
て
ゐ

る
も

の
で
は
な
い
、典
同
雜
濟
內
に
於
て
も
尙
分
業
は
行
は
れ
得
る
も
の
で
あ
る 

が
，
そ
れ
は
鬼
に

i
p：

ご
し
て
ス
ミ
ス
は

分
業
は
市
場
に
ょ
つ
て
规
足
せ
ら
れ
る

も
の

<50

蒋

へれ
= 

旣
に
然
ら
ぱ
國
窗
增
進
上
に
於
け
る
最
大
原
因
の

1

ぬ
る
分
業
の
必
要
條
仲
た
る
市
場
又
.は

-
-
.
.
:
-
- 

-

.

-

園
-
園...

:..

变
換
に
對
レ
て
ス
ミ
ス
が
反

®

す
る

l
i

は
れ
は
全
然
存
狂
し
得
な
い
の
み
な
ら
す
、否
大
に
其 

必
要
を
說
か
ざ
：る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
又
賞
際
如
何
に
彼
が
商
業
を
尊
重
し
た
か
は
，彼
が 

あ
：
の
，：位

自

由

主

義

を

，尊

；

’

6
:
m

家
の
，®
力
を
制
限
し
た
に
も
拘
は
ら
す
尙

一

國
の
商
業
に
便
す

る
事
，
®

施
設
を
な
；す
を
以
て
國
家
の
職
分
ご
な
し
た
る

一

事
に
見
る
も
充
分
之
を
務
知
す
る

こ
じ
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

(Book, 

V

デCh. 

r vol. 

I
r p, 

2
1
4
)

7

依
母
觀
是
商
業
；は
：
ス：：

ミ
ン
，の
經
濟
理
論
、經

辨

思

想
の
根
底
を
な
す 

E

f
 

n
b
e
r
g

が
、「

彼
の
經
濟
，理
論
.は
商
業
國
家
の
基
礎
の
上
に
於
て
の
み

^

の
は
決
し
て
過
ぎ
た
を
の
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

.
1 
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■
 
■
 

i 

.
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SHO 

'論
跳
ァ
ダ
ム
、スミスの商業に對

1

思想 

第
七
眺
ニ
七
ニ

ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
が
商
業
を
斯
.の
如
く
見
る
以
上
は
、自
由
主
義
個
人
主
義
の
立
湯
に
立
◊
彼

パ
商
業
を

#
門

e
す
る
商
人
を
輕
蔑
す
る
こ
ビ
亦
有
ら
得
な
い
の
で
あ
る
。
否
ア
ダ
ム
、スミ

., 

■ .
; 

■■■ 

.

メ
は
商

〜

を
蔑
視
し
，無

.視
す
る
當
時
の
世
論

"法
.律
ボ
反
對
し
て
大
に
商
人
を
餅
諷
し
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。
則
ち
彼
は
，商
業
の
生

.能
に
及
ぱ
す
效
果
を
說
い
て
後
日
く
、

「

か
の
一

一

三
政
治
論
激 

.

.

.の
小
賣
商
人
及
び
小
商
人
に
對
す
る
僻
見
の
如
き
全
然
根
據
な
い
所
の
も
の
で
あ
る
、商人
の 

在
り
卞
加
は
假
令

I商
人
相
互
間
に
不
利
を
生
じ
て
も
公
衆
を
害
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
し
て
、

%

1
.
の̂
下
に
此
等
：商
人
に
，，課
桃
し
、.乂
は
其
數
を
制
限
す
る
が
如
き
全
く
不
必
嬰
な
こ
ビ
で 

あ
る

」

を

rBook, 

II, 

o
h
, 

V., 

V
OL 

r 

p. 
3
t
r

彼
は
吏
に
商
人
の
個
人
的
利
益
と
大
多
數
の
公 

% 

利
益
ビ
ぇ
で
確
に
丄
政

{exactl}̂

 ths 
s
a
m
e
)

し
で
ゐ
る
も
の
で
ゐ
る
と
說
い
な

。
 ̂
& 
0 

.
f

し
て

彼
は

.吾
人
が
前
段
に
說
明
し
や
代
债
の
供
給
調
節
作
用
を
雄
べ
た

S
：

ち
商
ゾ
ヵ
代
價 

.

.を
高
む
る
に
於
て
は
消
費
者
を
し
て
消
数
を
節
綺
サ
レ
め
需
要
供
給
を
ニ
致
せ
し
む
る
。
然 

，る
に
若
し
商
人
が
代
價
を
高
め
ざ
る
：に
於
て
は
例

j紀
穀
物
の
如
&
に
於
て
は
端
境
季
節
に
魄 

に
池

®

し
盡
さ
れ
て
飢

«

を
惹
起
せ
レ
ひ
る
。
故
じ
代
價
を
騰
貴
せ
し
む
る
時
は
ー
敝

K
衆 

.
よ
苦

.し

も

、ぜ
苦
し
み

.は

..然

.ら
ざ
る
，場
合

.に
生
ず
る
飢

®

の
苦
し
み
よ

.ゥ

.は
巡
力

.に
4§
^

微
て

■
 

■
 

■
 
'
 
.
 

.

.

.

. 

，.ニ.
.
. 

i
. .
.
.
.
.
 

•

. 

 ̂

g

.

-ミ

~

シ
^
:
^
^
:
^
:

一
 

1 

一
も
る
。
：け
れ
ど
も

I商

人

：は
，：：必

要

：力

上

に

代

®

を
騰
貴
せ
し
む
る
時
は
き
：翁
の
制
服
多
、き
に
過

ダ
♦

已
自
か
ら
撒
失
を
：

.衆
：るに
到
る
か
ら

.供
給

.不
足
に

.適

.應
す
る
以
上

-し
代
價

V
i
®貴
，せ
 

.

し

む
る
：こ

を

し

な

い

：

商

人：$

代
；债
左
お
お
新
の
如
く
穀
物
飢
儘
防
止
め
作
用
を
有
ず
，る
 

か
ら
：し
て
穀
物
商
業

U
就
中
最
も

.，

独
の
充
分
な
る
保

.譲

に

値

，
ひ

し"又

民

衆

の

情0
の

的 

キ
な
る
か
ら
し
て
特
保
譲
を
加
ふ
る
必
要
が
あ
る

W

論
じ
て
ゐ
る
。

tBk, 

IV., 

Ch. 

V,, 

voi,

.
,
.
. .IL,:.:PV= 2

8
)。

更
に
彼
は
；厳

'物
商
人
が
、不
作
め
歲
に
お
常
の
高
利
を
貪
る
を
ず
ら
辯
®
し
て
ゐ 

る
。

辟
く
、穀
物
の
：
.供
躲
少
な
み
：气
に
，は
下

*

社
★

の
者
は
，代
债
の
職
貴
を
商
人
の
貴
に
歸
す 

.

る
か
ら
、商
人
は
彼
等
の
情
；恵

.償
滋
の
目
標
ご
な

b

、爲
.
め
に
典
商

.店
は
破
壊
，掠
奪
せ
ら
れ
る
。

:

一，處
が
か
か
る
年
は
‘此
.等
：商
人
に
採
ぐ
て
は
、主
要
：な
る
利
益
を
擧
げ
得
る
年
で
あ
な
。
蓋
し
此 

:
"

等
，ゆ
商
人
，.は
農
民
，

よ
：.：

り
數

年

間

ニ

定

，覺

の

供

給
.を

一

M

の
代
價
で
引
，波
を
受
く
る
約
束
を
し 

V

を
る
故
、代
價
騰
貴
：め
年
に
：は
汰

R
利
す

.る
こ
ビ
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
穀
物
は 

:

性

：質

，
上

：
自

，德

御

に

‘
減

損

レ

て

‘ゆ

く
 

i

の，で
あ
ね
、又
其
代
價
は
不
時
に
變
動
あ
る
爲
め
營
通 

の
#
 

.
は
儲
か
ら
な
い
も
ゆ
で
あ
る
。
，古
か
ら
此
商
業
：

.で
大
資
産
を
造

.：：ウ
た
者
の
稀
で
め
る
，事

.

蜜
が
其
瞪
據

.

で
あ
，る
。

況

ん

や

唯

一

の
儲
け
得
る
年
に
は
掠
奪

..

の
#

險
が
あ

y
?

か
ら
し
て
、普 

•

想
す4

?

愈

(

ニ 
|

拥
§

鎭

観

f

r
 
 ̂

t

e

n
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四
：

'通
の
人

'々
は
穀
物
商
業
を
好
ま
な
い
，：

,
と
云
り
て
ズ
ミ
ス
は
從
來
の
政
策
：
商
業
を
保
讓 

せ
ず
、却

ウ
て

か
か

る

民
衆
の
.商
人
惜
惡

の
念
を
助
長

し
タ
こ
ご
を
難
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 

(.pk. 

IV.,'ch, 

V
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.

然
ら
ぱ
彼
は
全
然
；商
人
を
惜
ま
な
か
り
た
か
ご
云
ふ
ご
を
ぅ
で
な
い
。
時
に
彼
は
族
だ
し

く

商
人
を
愿
倒
し
て
ゐ
る
所
が
あ
る
。
を
こ
で
問
題
は
彼
は

r

面
に
は
以
上
述
ベ
た
如

 

極

度
に
迄
商
人
を
辩
護
レ
て
ゐ
る
の
に

"他
方
面
に
於
て

'救
愿
し
て
ゐ
る
み
は
何
故
で
％
る
か
ご

;

云
ふ
こ
ビ

' で
あ
る
。
而

し
：て

彼
の
考

ベ

方
は
•能
す
る
所

こ
、

で
あ
る
。
生
海
の
目
的
は
消
費

‘
で
あ
：る：。
故

.に

生

：诡

は

清

，費

に

支

，

K

せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
而

.
し
て
！般
國
民
の
消
費

は
自
山
就
爭
に
ょ
ぃ
つ
て
尤
も
低
廉
に
之
を
充
た
す
こ
ふ

J

が
出
來
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て

，獨占
の

.場
合

k

は

，代

騰

貴

し

て

1
,

般
消
ま

 

は
.
Wせ
ら
る
。
而
し
て
從
來
消
費
者

の
利
释
を
害
す
る
侧
ト

：！

の

制

を

造

ウ

た

者

は

利

己

心

に

馳

ら

れ

た

商

K

業
者
で
あ
る

。

從
 

.

\ 
、
-、
.

つ
て
か
か
る
商

H

業
者
は
避
む

‘可
き
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ

•の
で
あ
る
。
今
此
主
意
を
ス
ミ
ス 

a

の，言
葉
：で
も
つ
て
說
明
，

見

.ょ
ぅ
。
則

.も
彼
日
く
、

「
消
費
は

.凡
て
生
産
の
唯

j

の
終

n?

.

.

.
! .
.
.
‘ 

;
• 

- 

• 

: 

. 

. 

• 

-

.

. 

, 

■
.

に
し
て
：又
目
的
で
あ
る
、而
し
て
生

0
秀
の
利
益
は
只
消
費
，者

の

利

益

を

增

進

す

る

に

.必
要
な

i

i

i

g

る
‘
&

度：に於
て
の
み
考
慮
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
。
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^
る
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は
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f
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す
る
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あ
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し
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^

工
業
ポ
は
利
盤
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求
む
る

こ

e

を
直
を
力

1

ご

/
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)
p
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こ
，,

\
 

,
 

: 

r

f
 

3
ド
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ご
す
る
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る
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¥

して

r
®

ミ
り

,, 

にめ，る

s

t

r

®

合
,
,
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最
高

J

を
f

ヒ

V

て
獨
占
の
地
位

者
は
何
れ
の
國

に
-
於
て
：
も

ガ

^

 

- 

/
ィ」

-

.
力.

t

を
以
て
ぽ
工
業 

で

き

ひ
き

，

;

プ
$

國
で

1

|

占
す
る
を
以

S

 
2

ご

す

る

あ

る」

か
ら

ま

-

ち
獨

t

ぶ

P

 

i

f

者
の

2

を

害

す

る

I

 

f

日

I

設
し
た
も
の

ま
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:

e
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:

パ

^
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I

.
せ
ら
れ
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黎
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>
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赏
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及

び

S
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益
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抑

M

o

す

る

.

め
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I

等

.

に
"

せ
ら
れ

た

I
n

c
。

て
見

I

ぱ
；

ム
、
"

i

l

業
及
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人
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